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古
代
ギ
リ
シ
ア
の
共
同
体
を
捉
え
る
新
た
な
視
角
一

岸

本

廣

大

【
要
約
】
　
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
複
数
の
共
同
体
か
ら
構
成
さ
れ
た
「
連
邦
偏
は
、
ポ
リ
ス
の
相
対
化
を
試
み
る
近
年
の
研
究
動
向
の
中
で
注
目
さ
れ

る
が
、
依
然
ポ
リ
ス
の
み
を
単
位
と
し
た
見
方
に
規
定
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
公
職
制
度
、
特
に

ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
職
を
加
盟
ポ
リ
ス
に
割
り
当
て
る
原
則
の
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
。
そ
の
問
題
に
対
し
て
、
本
稿
は
地
域

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
た
共
同
体
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
い
う
単
位
が
有
効
で
あ
る
と
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
い
う
単
位
に
よ
る

分
析
か
ら
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
複
数
の
「
エ
ト
ノ
ス
扁
か
ら
成
り
、
公
職
制
度
に
お
い
て
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
碑
文
に
お
け
る
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
と
い
う
文
言
の
用
例
と
連
邦
の
議
会
制
度
改
革
の
経
緯
か
ら
、
連
邦
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
対
す
る
統

合
政
策
を
考
察
し
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
「
エ
ト
ノ
ス
の
連
邦
」
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
史
林
九
六
巻
二
号
　
一
一
〇
㎜
三
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

ポ
リ
ス
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
研
究
の
進
展
し
た
今
日
で
も
疑
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
蓄
積
の
厚
い

こ
れ
ま
で
の
研
究
も
、
多
く
は
ポ
リ
ス
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
ポ
リ
ス
と
国
民
国
家
を
重
ね
る
近
代
的
な
歴
史
観
と
史
料
の
制
約
に
由
来
し

て
、
と
り
わ
け
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
民
主
政
ポ
リ
ス
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
た
ア
テ
ナ
イ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
史
研
究
に

お
い
て
そ
の
歴
史
観
が
揺
ら
い
だ
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
ポ
リ
ス
と
い
う
視
角
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
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①

ば
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ポ
リ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
古
典
期
の
人
々
の
目
線
か
ら
ポ
リ
ス
の
再
定
義
を
試
み
、
切
民
○
葺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
国
。
無
ぎ
ω
o
⇒
が
編
ん
だ
論
文
集
は
、
ア
テ
ナ
イ
、
ひ
い
て
は
ポ
リ
ス
を
超
え
た
新
し
い
ギ
リ
シ
ア
史
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

中
で
、
ポ
リ
ス
と
異
な
る
視
角
と
し
て
連
邦
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
連
邦
は
、
複
数
の
ポ
リ
ス
が
結
び
つ
い
た
組
織
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
主
と
し
て
外
交
の
た
め
に
加
盟
ポ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
中
央
機
関
を
有
し
、
同
様
の
公
職
者
が
そ
の

活
動
を
担
っ
て
い
る
点
か
ら
、
連
邦
へ
の
着
目
は
確
か
に
ポ
リ
ス
と
い
う
視
角
の
相
対
化
を
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研

究
は
連
邦
の
構
成
単
位
と
し
て
は
依
然
ポ
リ
ス
を
重
視
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
代
表
的
な
ア
カ
イ
ア
連
邦
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
を
整
理

す
る
と
、
ポ
リ
ス
と
い
う
単
位
か
ら
は
説
明
の
つ
か
な
い
現
象
が
析
出
さ
れ
る
。
本
稿
は
こ
の
問
題
に
対
し
、
ポ
リ
ス
と
は
異
な
る
新
し
い
単

位
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。
最
終
的
に
は
、
ポ
リ
ス
を
相
対
化
し
、
ポ
リ
ス
を
含
め
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
共
同
体
を
包
括
的
に
捉
え
直
す

薪
た
な
視
角
を
提
供
す
る
こ
と
が
き
る
だ
ろ
う
。

　
具
体
的
な
議
論
の
前
に
、
本
稿
で
用
い
る
連
邦
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
ボ
イ
オ
テ
イ
ア
や
ア

イ
ト
リ
ア
に
現
代
の
連
邦
と
類
似
す
る
共
同
体
が
存
在
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
共
同
体
は
コ
鶏
⑰
q
器
」
や

「
o
o
隠
Φ
α
年
盛
8
」
、
「
譜
α
Φ
鑓
骨
δ
づ
」
と
表
さ
れ
、
日
本
語
に
お
い
て
も
「
連
邦
」
だ
け
で
な
く
、
「
同
盟
」
や
「
連
盟
」
と
訳
さ
れ
る
な
ど
、

明
確
な
用
語
の
使
い
分
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
の
語
彙
に
、
そ
う
し
た
共
同
体
を
直
接
的
に
指
す
も
の
は
な
く
、

「
エ
ト
ノ
ス
」
や
「
コ
イ
ノ
ン
」
、
「
シ
ュ
ン
ポ
リ
テ
イ
ア
」
と
い
っ
た
語
が
転
用
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
連
邦
と
い
う
用
語
の
正
否
に
つ

い
て
は
論
じ
な
い
が
、
複
数
の
共
同
体
か
ら
成
り
、
か
つ
加
盟
共
同
体
か
ら
独
立
し
た
中
央
機
関
を
組
織
す
る
共
同
体
を
連
邦
と
表
す
こ
と
と

　
⑤

す
る
。※

　
史
料
や
欧
語
文
献
の
略
称
は
、
原
則
ψ
国
。
白
σ
δ
ぞ
興
俸
〉
．
ω
B
毛
8
N
滑
ロ

　
（
巴
ω
．
）
ロ
O
O
島
冨
恥
9
§
ミ
O
ミ
物
鴇
。
ミ
ミ
。
欺
§
織
越
ω
『
鳥
①
α
二
〇
×
8
犠
（
以
下

O
O
b
・
。
）
に
従
い
、
そ
こ
に
記
載
の
な
い
も
の
に
点
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の

卜
汀
ミ
N
禽
廿
ミ
N
ミ
£
§
ミ
（
算
6
＼
＼
≦
毫
≦
笛
コ
ロ
①
の
も
匪
。
δ
験
Q
δ
¢
Φ
．
8
白
＼
）
の
略
記
法

に
従
う
。
ま
た
注
で
複
数
回
言
及
さ
れ
る
文
献
は
、
「
著
者
名
［
出
版
年
］
（
最
初

に
言
及
し
た
章
お
よ
び
注
番
号
と
と
い
う
形
式
で
示
す
。
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①
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
ポ
リ
ス
・
セ
ン
タ
ー
（
6
誇
0
8
雪
冨
ひ
q
自
℃
。
静

　
O
窪
財
Φ
、
以
下
C
P
C
）
の
研
究
成
果
は
、
多
く
の
報
告
集
に
ま
と
め
ら
れ
て

　
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
の
ζ
昌
畷
．
講
き
ω
①
ロ
卿
β
担
羅
似
ω
窪

　
（
Φ
α
ω
．
）
［
8
0
島
≧
、
b
ミ
鴨
ミ
◎
透
ミ
臥
、
黙
ミ
昏
“
ミ
Q
Q
恥
§
ミ
㌔
ミ
§
．
○
翔
け
a

　
を
挙
げ
る
に
助
印
め
る
。
長
谷
川
に
よ
る
書
評
（
長
谷
川
岳
男
欝
O
O
①
］
魍
西
洋
古

　
露
鋒
研
究
撫
五
四
、
＝
篇
八
～
～
四
一
頁
）
も
参
照
。
な
お
、
C
P
C
の
研
究
手

　
法
に
つ
い
て
は
、
周
藤
芳
幸
冨
O
さ
］
門
ロ
ド
ス
島
ヴ
ル
リ
ア
遺
跡
と
前
古
典
期

　
の
東
地
中
海
世
界
」
桜
井
万
里
子
・
師
尾
晶
子
編
隅
古
代
地
中
海
世
界
の
ダ
イ
ナ

　
ミ
ズ
ム
…
売
工
間
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
文
化
の
交
錯
㎞
山
川
出
版
社
、
一
四
～
三

　
一
頁
で
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②
ヵ
巳
b
8
簿
俸
ω
．
ぎ
舞
口
口
ω
8
［
N
O
O
O
］
ミ
ミ
、
ミ
§
恥
ミ
恥
き
百
重
§
＼
§
§
駄

　
℃
o
ミ
苛
ミ
O
餐
ミ
N
ミ
§
、
ミ
ミ
G
ミ
ミ
㌔
ミ
ミ
竜
貯
》
鳩
§
§
妹
O
越
Q
ミ
○
乾
け
巳
．

③
繁
し
d
5
。
・
ω
Φ
静
ロ
㊤
り
出
§
穀
織
ミ
S
謎
駄
叫
ミ
心
ミ
蛍
〉
骨
冨
口
重
門
・
〉
．

　
男
。
お
巴
ミ
ミ
（
Φ
畠
ω
・
）
ロ
Φ
逡
］
詮
魯
ミ
鮭
§
帖
恥
斎
§
蓉
駐
ミ
嚇
。
謹
鳶
、
肉
ミ
愚
亀

　
§
詳
§
ζ
譜
き
　
内
ヒ
σ
霞
器
①
一
δ
卸
客
N
o
⊆
奪
σ
o
ε
餌
ζ
。
。
（
巴
ω
．
）
［
8
0
ω
｝
↓
、
ミ
ミ
§

　
猷
肉
ミ
9
鳴
§
G
ミ
ミ
㌧
ミ
鵠
篭
竜
§
顛
無
。
鑓
く
2
ト
コ
、
》
窪
Φ
5
ω
．

④
卵
｝
○
ヒ
霞
ω
①
口
卸
即
轡
穿
。
傷
＄
O
S
ω
幹
タ
峨
①
窪
①
逗
ω
翼
①
璽

⑤
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
連
邦
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
欝
0
8
］
「
連

　
邦
か
ら
見
た
ポ
リ
ス
の
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ア
ー
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
連
邦
の
分
析
を
通
し

　
て
一
」
噸
西
洋
古
代
史
研
究
㎞
九
、
一
～
三
一
頁
、
特
に
三
～
四
頁
を
参
照
。

　
達
邦
を
表
す
三
つ
の
ギ
リ
シ
ア
語
に
つ
い
て
は
、
＞
9
Ω
一
〇
〈
勉
昌
巳
巳
ロ
鶏
昌

　
9
§
≧
へ
忠
§
鷺
嵩
§
ミ
濡
々
さ
馬
ミ
§
職
ミ
鴨
奪
懸
謡
国
土
ミ
ぴ
§
譜
紹
ミ
ミ
㌣

　
簿
§
砂
ミ
昼
。
識
尉
貯
§
Q
、
暗
簿
§
§
ミ
．
の
α
簿
ぎ
ゆ
q
Φ
欝
お
よ
び
男
≦
・
名
9
。
ぽ
磐
評

　
口
O
Q
。
㎝
原
著
お
ざ
＼
皇
儲
①
話
↓
冨
お
O
「
Φ
①
匠
岡
巴
興
蝕
ω
＄
8
ω
＝
壁
忠
簿
9
ミ

　
§
鴨
鐸
⑦
ミ
ミ
題
§
O
這
簿
織
、
ミ
沁
ミ
嵩
§
顛
曜
ミ
這
§
職
顛
曜
8
適
轟
§
書
’

　
悔
P
b
。
？
ω
刈
（
阻
の
Ω
．
ω
’
8
．
卜
。
訂
－
黛
）
を
参
照
。
な
お
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
入
が
連
邦

　
な
る
概
念
を
有
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
未
だ
議
論
が
あ
る
が
、

　
詳
細
は
Ω
．
〉
ト
Φ
ぴ
臼
葺
冨
O
O
昌
》
蕊
昏
融
鴨
N
袋
§
、
ミ
↓
ぎ
ミ
皆
職
禽
月
露
§
ミ
ー

　
始
息
§
b
σ
§
譜
鴇
鷺
額
駐
贈
鴨
馬
》
誌
ミ
鷺
、
禽
ミ
ミ
℃
o
な
“
～
舞
Ω
O
銭
鵠
σ
q
Φ
諮
を
参
照
。

　
本
稿
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
特
定
の
共
同
体
を
分
析
・
理
解
す
る
た
め
に

　
有
効
な
概
念
と
し
て
、
連
邦
を
用
い
る
。

（318）68

第
一
章
　
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

連
邦
の
ポ
リ
ス
的
理
解
の
限
界

第
一
節
　
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
公
職
制
度

　
本
稿
が
対
象
と
す
る
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
北
部
の
ア
カ
イ
ア
地
方
に
位
置
し
た
複
数
の
共
同
体
に
よ
り
、
前
五
世
紀

末
ま
で
に
成
立
し
た
。
前
四
世
紀
末
頃
に
一
度
解
体
さ
れ
た
も
の
の
、
前
二
八
一
／
○
年
に
再
建
さ
れ
る
と
大
き
く
発
展
し
、
前
一
九
一
年
半

は
半
島
全
体
を
そ
の
影
響
下
に
置
く
。
そ
の
後
、
前
一
四
六
年
に
ロ
ー
マ
に
敗
北
す
る
ま
で
、
ギ
リ
シ
ア
本
土
に
お
い
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
次
ぐ
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大
勢
力
で
あ
り
続
け
た
。
こ
の
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
一
九
世
紀
か
ら
注
目
を
浴
び
、
初
期
の
研
究
は
ア
カ
イ
ア
連
邦
を
一
九
世
紀
当
時
の
連
邦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

連
な
る
雛
形
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
し
た
。
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
政
治
史
や
制
度
史
が
注
目
さ
れ
、
よ
り
綿
密
な
研
究
が
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
る
よ
う
に
な
り
、
連
邦
の
対
外
政
策
や
議
会
の
詳
細
な
研
究
が
特
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
史
研
究
の
側
か
ら
、
東
地
中
海
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ロ
ー
マ
の
拡
大
と
関
連
し
た
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
役
割
を
論
ず
る
研
究
が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
そ
れ
ま
で
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
た
ア

カ
イ
ア
の
連
邦
組
織
を
過
大
評
価
せ
ず
、
む
し
ろ
加
盟
ポ
リ
ス
の
独
自
性
を
強
調
す
る
傾
向
を
有
し
た
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
末
か
ら
は
、
連
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
成
立
前
や
解
体
後
を
含
め
た
、
前
古
薬
事
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
に
渡
る
広
い
時
代
を
対
象
と
し
た
考
古
学
的
な
調
査
が
盛
ん
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
か
ら
の
研
究
蓄
積
が
厚
い
ア
カ
イ
ア
連
邦
で
あ
る
が
、
そ
の
公
職
制
度
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
前
一
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

七
／
六
年
に
制
度
改
革
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
制
度
に
つ
い
て
は
書
記
一
人
と
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
巨
人
を
輪
番
制

で
担
当
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
以
外
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
公
職
者
の
個
人
名
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
必
然
的
に
、
公
職
湖
度

の
硬
究
は
制
度
改
革
後
が
対
象
と
な
る
。

　
改
革
後
は
、
選
出
さ
れ
る
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
一
人
に
連
邦
の
全
権
が
委
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
将
軍
を
意
味
す
る
そ
の
名
の
通
り
、
そ
の

職
務
は
戦
時
の
軍
隊
指
揮
や
平
時
の
軍
事
訓
練
が
主
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
連
邦
全
体
を
統
率
す
る
な
ど
、
絶
大
な
影
響
力
を
も
つ
指
導
者
で
あ
っ

た
。
任
期
一
年
の
こ
の
役
職
は
、
権
力
の
集
中
を
防
ぐ
た
め
か
、
連
続
し
て
就
任
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
就
任
回
数
に

　
　
　
　
　
　
⑥

制
限
は
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
以
外
の
公
職
者
に
つ
い
て
は
史
料
に
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
職
務
内
容
や
構
成
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ポ
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
は
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ト
ラ
テ
ゴ
ス
の
補
佐
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
構
成
人
数
や
具
体
的
な
権
限
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ヒ
ッ
パ
ル
コ
ス
と
ナ
ウ
ア
ル
コ

ス
は
、
語
義
通
り
そ
れ
ぞ
れ
騎
兵
と
艦
船
を
指
揮
す
る
役
職
と
さ
れ
る
。
役
職
名
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
実
際
の
戦
闘
で
部
隊
指
揮
を
務
め
た

者
も
公
職
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
軍
隊
に
関
す
る
役
職
以
外
で
は
、
一
〇
名
か
ら
成
る
ダ
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
役
職
は
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

二
八
一
／
○
年
の
連
邦
再
建
以
前
に
も
見
ら
れ
た
。
史
料
で
は
先
議
を
行
う
よ
う
な
描
写
も
あ
る
が
、
実
際
の
政
務
に
携
わ
る
役
職
だ
っ
た
と
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⑩

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
は
、
任
期
や
職
務
内
容
が
様
々
だ
が
、
議
会
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
公
職
者
の

側
面
も
強
い
。

　
後
述
す
る
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
を
含
め
、
以
上
が
現
段
階
で
知
ら
れ
て
い
る
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
役
職
の
全
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
先
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

研
究
で
は
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
に
関
心
が
集
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
役
職
や
公
職
制
度
全
体
を
考
察
す
る
研
究
は
少
な
い
。
そ
の

中
で
、
○
．
窯
①
ロ
の
観
照
は
公
職
者
全
体
を
詳
細
に
扱
う
ほ
ぼ
唯
一
の
研
究
と
し
て
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
公
職
制
度
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
を
な

し
て
い
る
。
彼
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
と
ア
イ
ト
リ
ア
連
邦
の
公
職
者
の
繊
身
ポ
リ
ス
を
分
析
し
、
そ
の
多
様
さ
の
程
度
か
ら
両
者
の
政
体
を
論

　
⑫
ず
る
。
だ
が
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
対
す
る
分
析
に
お
い
て
は
、
公
職
者
の
出
身
ポ
リ
ス
の
構
成
に
つ
い
て
時
代
的
変
遷
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、

さ
ら
に
、
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
と
い
う
役
職
を
直
接
は
議
論
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
謡
講
で
示
す
よ
う
に
、
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
は
ア
カ
イ
ア
連

邦
の
公
職
制
度
を
分
析
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
役
職
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
○
．
乞
①
昌
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
当
時
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の
碑
文
が
、
近
年
の
考
古
学
的
成
果
に
よ
っ
て
新
し
く
発
見
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
新
史
料
の
分
析
も
組
み
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
に
焦
点
を
当
て
、
本
稿
が
扱
う
問
題
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
く
。

70　（32e）

第
一
一
節
　
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
を
め
ぐ
る
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
碑
文
か
ら
知
ら
れ
る
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
は
、
役
職
名
の
通
り
法
律
の
記
録
に
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
職
務
内
容
の
詳
細
は
不
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
あ
る
。
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
全
員
の
名
と
出
身
ポ
リ
ス
が
刻
ま
れ
た
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
出
土
の
碑
文
（
以
下
、
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
碑
文
）
に
よ
れ
ば
、

一
七
ポ
リ
ス
か
ら
一
～
三
人
が
選
出
、
全
二
四
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
表
一
－
一
）
。
ポ
リ
ス
ご
と
に
そ
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
ア
ル
ゴ
ス

と
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
が
三
人
ず
つ
、
ア
イ
ギ
オ
ン
と
デ
ュ
メ
、
シ
キ
ュ
オ
ン
が
二
人
ず
つ
、
そ
れ
以
外
の
諸
ポ
リ
ス
が
一
人
ず
つ
で
あ
る
。
構

成
人
数
と
出
身
ポ
リ
ス
の
多
さ
か
ら
、
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
そ
の
役
職
を
各
ポ
リ
ス
へ
割
り
当
て
る
原
則
に
つ
い
て
、

長
ら
く
議
論
し
て
き
た
。



「エトノス」に基づくアカイア連邦の公職制度と統合政策（岸本）

　
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
つ
い
て
の
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る
〉
《
8
p
。
箆
は
、
こ
の
問
題
を
消
極
的
に
解
釈
し
、
連
邦
に
属
す
る
人
々
が
そ
れ
ら
に

注
意
を
向
け
な
か
っ
た
た
め
、
原
則
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
結
論
付
け
た
。
連
邦
研
究
の
基
礎
を
築
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

U
輿
ω
Φ
5
も
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
o
o
≦
o
び
。
α
鋤
が
主
張
し
、
後
に
い
9
ヨ
p
零
や
○
ω
畠
巳
誌
興
な
ど
が
展
開
し
た
、
各
ポ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ス
の
人
口
や
重
要
性
に
応
じ
て
役
職
を
割
り
当
て
る
比
例
の
原
則
が
あ
っ
た
と
す
る
説
が
、
そ
の
後
は
有
力
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
説
に

お
い
て
も
、
コ
リ
ン
ト
ス
や
オ
ル
コ
メ
ノ
ス
な
ど
の
比
較
的
大
き
い
ポ
リ
ス
の
出
身
者
が
い
な
い
と
い
う
問
題
が
残
り
、
様
々
な
解
釈
が
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
い
①
げ
ヨ
蝉
募
や
Ω
ω
o
び
巳
欝
興
は
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
オ
テ
ィ
ア
連
邦
の
例
か
ら
、
小
さ
な
複
数
の
ポ
リ
ス
が

表一：ノモグラフォイの各ポリスへの割り盗て人数

表一一二：アイギオン碑文表一一一一一一：エピダウロス碑文

ポリス名 人

スパルタ 3

メガレーポリス 2

　　　、＜bセ不 2

アンティゴネイア 1

アシネ 1

アスケイオン 1

ヘライア 1

カフユアイ 1

クレイトル 1

　　、Rロ不
1

キュパリシア 1

ルーソイ 1

オルコメノス 1

パッランティウム 1

テゲア 1

　　　、qュパ不 1

ブイガレイア 1

合計 21

ポリス名 人

アルゴス 3

メガレーポリス 3

アイギオン 2

デュメ 2

シキュオン 2

アスケイオン 1

ブーラ 1

エピダウロス 1

ヘルミオネ 1

クレオナイ 1

ルーソイ 1

バトゥライ 1

　　　、yツレ不 i

ファライ 1

フェネオス 1

ブリウス 1

トゥリタイア 1

合計 24

前半の欠落部は19－24人分？
Cf．　Rizakis［2008］（第～章注

＠）　N．116

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
輪
番
制
で
一
人
の
公
職
者
を
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑰

い
た
と
考
え
て
い
る
。
他
方
O
o
房
8
⇒
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
地
区
に
分
割
さ
れ
て
い
た
と
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
て
、
そ
れ
を
基
準
に
役
職
が
割
り
当
て
ら
れ
た
と
す
る
。

た
だ
、
利
用
で
き
る
史
料
が
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
碑
文
一
点
の

み
で
あ
り
、
先
行
研
究
の
議
論
は
ど
れ
も
決
定
的
で
は
な

か
っ
た
。

　
｝
九
九
九
年
、
欠
落
が
あ
る
も
の
の
、
前
一
九
二
／
一

年
以
降
と
推
定
さ
れ
る
碑
文
が
ア
イ
ギ
オ
ン
で
新
た
に
発

　
　
　
⑲

見
さ
れ
た
（
以
下
、
ア
イ
ギ
オ
ン
碑
文
）
。
そ
の
碑
文
か
ら

は
、
～
七
ポ
リ
ス
出
身
の
～
二
人
が
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の

一
部
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
表
一
－
二
）
。
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ポ
リ
ス
ご
と
の
内
訳
は
、
ス
パ
ル
タ
が
三
人
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
と
メ
ッ
セ
ネ
が
二
人
ず
つ
、
そ
れ
以
外
の
諸
ポ
リ
ス
が
一
人
置
つ
で
あ
る
。

こ
の
碑
文
を
紹
介
し
た
国
N
鋤
臨
ω
は
、
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
が
比
例
的
に
選
出
さ
れ
、
人
数
は
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
碑
文
同
様
一
～
三
人
で
あ
る
こ
と
、

小
ポ
リ
ス
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
輪
番
制
だ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
ス
パ
ル
タ
な
ど
の
加
盟
に
よ
る
連
邦
の
拡
大
が
、

ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の
構
成
を
変
化
さ
せ
た
と
も
主
張
し
た
。
以
上
が
現
在
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
O
o
曝
け
窪
や
閤
鎚
匹
ω
の
指
摘
か

ら
は
、
こ
の
割
り
当
て
の
原
則
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
ポ
リ
ス
を
唯
一
の
割
り
当
て
の
単
位
と
し
て
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
強
く
示
す
。
こ
こ

に
連
邦
研
究
が
当
然
の
前
提
と
し
て
い
た
ポ
リ
ス
と
い
う
視
角
の
限
界
が
露
呈
す
る
の
で
あ
る
。

72　（322）

第
三
節
　
O
o
「
。
。
δ
コ
説
ー
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
ー
の
検
索

　
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の
割
り
当
て
の
原
則
は
、
ポ
リ
ス
以
外
に
ど
の
よ
う
な
単
位
を
用
い
れ
ば
、
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
、
近
年
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
が
O
o
窃
器
⇒
で
あ
る
。
彼
は
、
兵
員
や
資
金
の
調
達
を
目
的
と
し
た
地
区
に
分
か
れ
て
い

た
こ
と
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
連
邦
に
共
通
す
る
特
徴
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
い
て
は
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
記
述
か
ら

「
負
担
の
共
有
」
を
意
味
す
る
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
と
い
う
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
の
軍
隊
を
指
揮
す
る
の

が
ヒ
ュ
ポ
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
碑
文
か
ら
、
当
時
の
ア
ヵ
イ
ァ
連
邦
に
は
シ
ュ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

レ
イ
ア
が
五
つ
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
人
ず
つ
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
が
割
り
当
て
ら
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
説
を
、
ア
イ
ギ
オ
ン
碑
文
を

検
討
し
た
図
匿
接
δ
も
有
力
視
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
○
○
白
け
窪
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
ず
、
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
を
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
地
区
と
み
な
す
根
拠

は
、
「
バ
ト
ゥ
ラ
イ
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
の
（
司
蔚
q
ミ
鵠
〉
瓢
涙
且
の
霞
舞
ミ
惹
n
）
」
ヒ
ュ
ポ
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
で
、
フ
ァ
ラ
イ
出
身
の
リ
ュ
コ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
す
る
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
記
述
の
み
で
あ
る
。
こ
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
を
地
区
と
解
釈
す
る
の
が
、
確
か
に
主
流
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

部
分
に
つ
い
て
は
異
読
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
バ
ト
ゥ
ラ
イ
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
」
と
い
う
地
区
の
存
在
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
構
成



「エトノス」に基づくアカイア達邦の公職制度と統合政策（岸本）

す
る
ポ
リ
ス
が
、
バ
ト
ゥ
ラ
イ
、
デ
ュ
メ
、
フ
ァ
ラ
イ
、
ト
ゥ
リ
タ
イ
ア
の
四
ポ
リ
ス
と
す
る
O
o
窃
8
鵠
の
主
張
に
は
疑
問
が
残
る
。
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
も
、
彼
が
根
拠
と
す
る
箇
所
に
、
こ
れ
ら
四
ポ
リ
ス
の
全
て
が
常
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
○
貧
ω
8
降
が

挙
げ
た
事
例
に
お
い
て
、
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
は
軍
事
的
な
機
能
し
か
有
し
て
い
な
い
。
他
方
で
、
同
盟
市
戦
争
の
最
中
に
デ
ュ
メ
、
フ
ァ
ラ
イ
、

ト
ゥ
リ
タ
イ
ア
の
三
ポ
リ
ス
が
ア
カ
イ
ア
羽
立
へ
の
納
付
金
支
払
い
を
停
止
し
た
事
例
に
、
バ
ト
ゥ
ラ
イ
が
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
三
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

リ
ス
に
同
調
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
納
付
金
を
肩
代
わ
り
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
記
述
か
ら
は
、
こ
の
納
付
金
の
支

払
い
が
四
ポ
リ
ス
の
属
す
る
と
さ
れ
る
「
バ
ト
ゥ
ラ
イ
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
」
を
介
し
て
い
た
と
は
読
み
取
れ
な
い
。
連
邦
へ
の
納
付
金
支
払

い
に
関
す
る
財
政
的
な
単
位
と
し
て
、
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
は
機
能
し
て
い
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
バ
ト
ゥ
ラ
イ
の
シ
ュ
ン

テ
レ
イ
ア
」
以
外
に
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
が
存
在
し
た
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
史
料
に
そ
の
よ
う
な
記
録
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

連
邦
の
再
建
を
主
導
し
た
四
ポ
リ
ス
の
み
が
特
別
な
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
が
「
バ
ト
ゥ

ラ
イ
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
」
の
み
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
連
邦
全
体
に
割
り
当
て
ら
れ
る
役
職
の
単
位
と
は
な
り
え
な
い
。
以
上
か
ら
、
本
稿
は

O
o
誘
8
p
の
主
張
す
る
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
が
ア
カ
イ
ア
連
邦
を
構
成
す
る
地
区
で
あ
る
こ
と
に
は
、
直
ち
に
賛
同
で
き
な
い
。
も
し
シ
ュ
ン
テ

レ
イ
ア
な
る
地
区
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
機
能
は
限
ら
れ
て
お
り
、
財
政
や
公
職
者
の
割
り
当
て
が
こ
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
に
基
づ
い

て
い
た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

第
四
節
　
役
職
全
体
の
分
析

　
で
は
、
ポ
リ
ス
や
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
単
位
で
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の
割
り
当
て
を
捉
え
る
べ
き
な
の
か
。
本
稿
は
、
ア

カ
イ
ア
連
邦
の
公
職
者
全
体
を
対
象
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
。
と
い
う
の
も
、
前
章
で
主
に
検
討
し
た
q
乞
Φ
牌

や
O
o
議
8
p
の
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者
は
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
以
外
の
役
職
（
以
下
、
便
宜
的
に
役
職
一
般
と
す
る
）
、
後
者
は
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ

の
ど
ち
ら
か
一
方
し
か
扱
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
を
割
り
当
て
る
原
則
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ノ
モ
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グ
ラ
フ
ォ
イ
だ
け
で
は
な
く
、
役
職
一
般
に
も
適
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
役
職
一
般
と
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
で
は
、
そ
の
重
要

性
や
構
成
人
数
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
選
出
方
法
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
本
節
で
役
職
～
般
と
ノ
モ

グ
ラ
フ
ォ
イ
の
出
身
ポ
リ
ス
の
傾
向
を
分
析
し
、
そ
こ
に
共
通
し
た
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
具
体
的
な
分
析
の
前
に
、
分
析
の
方
法
と
対
象
を
示
す
。
本
稿
は
、
分
析
に
あ
た
っ
て
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
公
職
者
の
役
職
・
出
身
ポ
リ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

就
任
頻
度
に
着
目
し
、
あ
る
ポ
リ
ス
か
ら
ど
の
よ
う
な
公
職
者
が
ど
れ
だ
け
輩
出
し
た
の
か
を
調
査
し
た
（
表
二
）
。
役
職
一
般
の
事
例
は
、

ほ
と
ん
ど
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
で
あ
る
が
、
全
体
の
傾
向
を
探
る
た
め
に
も
、
第
一
節
で
挙
げ
た
ヒ
ュ
ポ
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
、
ヒ
ッ
パ
ル
コ
ス
、
ナ
ウ

ア
ル
コ
ス
、
ダ
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
と
い
っ
た
事
例
数
の
少
な
い
役
職
も
分
析
対
象
と
し
た
。
そ
れ
以
外
に
、
役
職
名
は
な
い
も
の
の
、
連
邦
の
軍
隊

指
揮
者
や
連
邦
が
派
遣
し
た
使
節
も
、
そ
の
性
格
上
、
連
邦
の
公
職
者
と
し
て
扱
い
、
補
助
的
な
事
例
と
し
て
分
析
に
組
み
入
れ
る
。
頻
度
に

つ
い
て
は
、
同
一
人
物
に
よ
る
複
数
回
の
就
任
も
数
え
入
れ
た
「
の
べ
回
数
」
を
示
し
た
。

　
で
は
、
表
二
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ま
ず
役
職
一
般
の
出
身
ポ
リ
ス
を
分
析
し
て
い
こ
う
。
○
．
乞
巴
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
特
定
の
ポ
リ
ス

へ
集
中
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
と
シ
キ
ュ
オ
ン
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
最
高
役
職
で
あ
る
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
の
出
身
は
九
ポ
リ

ス
に
限
ら
れ
、
や
は
り
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
と
シ
キ
ュ
オ
ン
が
突
出
し
て
い
る
。
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
は
毎
年
～
人
し
か
選
出
さ
れ
な
い
た
め
、
出
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ポ
リ
ス
よ
り
も
個
人
の
資
質
が
こ
の
偏
り
に
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
九
ポ
リ
ス
の
う
ち
五
つ
が
ア
カ
イ
ア
連
邦
初
期
の
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

盟
ポ
リ
ス
と
い
う
の
は
注
目
に
値
す
る
。
初
期
の
加
盟
ポ
リ
ス
の
中
で
は
公
職
者
の
出
身
ポ
リ
ス
が
比
較
的
分
散
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
の

加
盟
ポ
リ
ス
の
中
で
は
独
占
と
い
え
る
状
況
が
見
ら
れ
る
傾
向
は
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
以
外
の
役
職
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
初
期
の

連
邦
の
加
盟
ポ
リ
ス
と
、
再
建
後
に
加
盟
し
た
ポ
リ
ス
と
の
問
で
、
役
職
の
割
り
当
て
の
仕
方
に
何
ら
か
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
他
方
で
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
は
、
役
職
一
般
と
異
な
り
多
く
の
ポ
リ
ス
に
割
り
当
て
ら
れ
、
特
定
の
ポ
リ
ス
へ
の
極
端
な
集
中
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
複
数
の
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
ポ
リ
ス
は
、
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
碑
文
で
一
七
ポ
リ
ス
の
う
ち
五
つ
、
ア
イ
ギ
オ
ン

碑
文
で
一
七
ポ
リ
ス
の
う
ち
三
つ
と
、
少
な
か
ら
ず
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
ポ
リ
ス
の
う
ち
、
デ
ュ
メ
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
、
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表門　ァカイア連邦の公職者の出身ポリス（のべ國数）

St． Hy．　Sし Nau． Hi　． 軍 Dami． 使節 Nomo， 合計

アイゲイラ 4 3 7

アイギオン 1 4 2 7

アスケイオン 2 2
ゆ　　　　　　一

tーフ
1 1

デュメ 3 1 4 1 2 11

カリュネイァ 1 1 2

レオンテイオン 1 2 3

バトゥライ 1 1 2

　　　、yツレ不 1 1 1 3

トゥリタイア 1 1

ファライ 1 1 1 3

轡アカイア地域 10 2 2 0 6 1 10 11 40

ヘライア 1 1

カフユアイ 1 1

クレイトル 1 1

マンティネイァ 1 1

メガレーポリス 17 2 1 10 5 35

オルコメノス 1 1

パッランティウム 1 1

ルーソイ 2 2

テゲア 1 1

フェネオス 1 1

ブイガレイア 1 1

ヒュバネ　（トゥリフユリア） 1 1

幽アルカディァ地域 17 0 0 2 1 0 10 17 49

爵シキュオン（；地峡地域） 7 1 6 2 16

アルゴス 1 1 3 5

エピダウロス 1 1

ヘルミオネ 1 1

クレオナイ 1 1

ブリウス 1 1

幽アルゴリス地域 1 0 0 0 1 0 1 7 9

鯵スパルタ（漏ラコニケ地域） ユ 0 0 0 0 0 0 3 4

　　、Aシ不 1 1

　　、Rロ不
1 1

キュパレシア 1 1

　　　、＜cセ不 2 2

麟メッセニア地域 0 0 0 0 0 0 0 5 5

薗工リス（漏工リス地域） 0 0 0 0 0 0 1 0 1

不明 16 1 0 1 2 0 6 0 26

合計 45 3 2 3 10 1 27 45 150

凡例

St，　ストラテゴス　　　　　軍　　軍隊指揮者

Hy．St．ヒュポストラテゴス　　Dami．ダミウルゴイ

Nau．ナウアルコス　　　　使節使節
Hipp．ヒッパルコス　　　　Nomo．ノモグラフォイ
幽は各地域の合計を示す。地域区分はHansen＆Nielsen（ed．）［2004］（Rまじめに」注①）に拠った。

　ただし、トゥリフユリアに属するヒュバネはアルカディアに含む。第三章注①を参照。

※ノモグラフォイ以外の依拠史料は表三を参照
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表
三
　
公
職
者
の
出
身
ポ
リ
ス
・
依
拠
史
料
一
覧
（
丸
瓦
い
の
数
字
は
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
の
就
任
園
丁
／
就
任
年
は
す
べ
て
紀
元
前
／
※
は
先
行
．
研
究
に
よ
る
推
定
の
た
め
、
表
二
に
は
反
映
し
て
い
な
い
）

就
任
年

名
前

役
職
名

出
身
ポ
リ
ス

依
拠
史
料

備
考

25
7
／
6
マ
ル
ゴ
ス
　
　
　
　
　
　
M改
　
0ζ

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

カ
リ
ュ
ネ
イ
ア
Polyb．
2，
43．
2．

24
5
／
4．
ア
ラ
ト
ス
①
　
　
　
　
　
　
A
α
τ
o
‘

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン

Plu紅
　
τ
ノ
7ム
　
み
η
7此
16．
1．

24
3
／
2
ア
ラ
ト
ス
②
　
　
　
　
Aα
τ
o⊂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン

Po里
yb．
2．
43．
4；
PluL　
yノ
乙
〆
1η
z乙
16．
2．

※
24
1
／
0
ア
ラ
ト
ス
③
　
　
　
　
Aα
TOら

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン

W記
bank［
1933｝
（
第
一
章
注
⑪
＞
pp．
174五

24
0
／
39
ア
イ
ギ
ァ
レ
ウ
ス
　
　
　
A亡
【
α
λ
ε
氏

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

2
ε
y〃
3N．
471．

※
23
9
／
8
ア
ラ
ト
ス
④
　
　
　
　
　
　
A
α
τ
o
‘

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン

Walbank［
1933｝
（
第
一
章
淺
⑪
＞
pp，
17眠

※
23
7
／
6
ア
ラ
ト
ス
⑤
　
　
　
　
Aα
τ
o‘

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン

Walbank［
1933］
（
第
一
章
注
⑪
＞
pp．
174£

23
6
／
5
デ
イ
オ
イ
タ
ス
　
　
　
　
　
ム
し
。
〔
τ
α
く

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

？
Po正
yainos　

2．
36．

C£
Walbankこ

1933］
（
第
一
章
注
⑪
）
pp．
174五

※
23
5
／
4
ア
ラ
ト
ス
⑥
　
　
　
　
　
　
A
α
τ
o
ζ

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン

Walbank［
1933ユ
（
第
一
章
注
⑪
＞
pp．
174£

23
4
／
3
リ
ュ
デ
イ
ア
ダ
ス
1①
Auδ
L葡
⊆

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
Plu乞
．
τ
／
蹴
！
生
耀
ぬ
30．
婆
．

※
23
3
／
2

ア
ラ
ト
ス
⑦
　
　
　
　
Aα
τ
oζ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン
Walbank〔

1933］
（
第
一
章
注
⑪
）
PP．
17脱

23
2／
1
リ
ユ
デ
イ
ア
ダ
ス
1②
Auδ
威
δ
⊆

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
Plut．
τ
η
ム
A2η
A　
30．
4．

※
23
1
／
0

ア
ラ
ト
ス
⑧
　
　
　
　
Aα
τ
oζ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン

Walba箆
kξ
1933］
（
第
一
章
注
⑪
）
PPユ
74五

23
0
／
29
リ
ュ
デ
イ
ア
ダ
ス
1③
Auδ
し
葡
⊂

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
P呈
uし
　
τ
布
乙
！
1耀
ぬ
30．
4．

※
22
9
／
8
ア
ラ
ト
ス
⑨
　
　
　
　
　
　
A
α
τ
0
‘

ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

シ
キ
ュ
オ
ン
Walbank薮

1933］
（
第
一
章
注
⑪
）
pp．
174f

マ
ル
ゴ
ス
　
　
　
　
　
M欲
　
o⊆

ナ
ウ
ア
ル
コ
ス

カ
リ
ュ
ネ
イ
ア
Polyb2．
10．
5．

Cf　
VIF記
baa鑑
［
1957］
（
第
一
章
注
⑤
）
　
ppユ
60f

22
8
／
7
ア
リ
ス
ト
マ
コ
ス
　
　
　
Aし
σ
τ
6α
X
Oζ
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス

ア
ル
ゴ
ス

Plut．
”
ム
滋
忽
ム
35．
3．

22
7
／
6
ア
ラ
ト
ス
⑩
　
　
　
　
A飢
◎
ζ
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署
b
。
O
－
霧
で
示
さ
れ
て
い
る
。

⑤
℃
o
貯
び
■
P
蒔
ω
．
マ
P
改
革
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
「
初
め
の
二
五
年
問
、
前
述

　
の
諸
都
市
は
国
制
を
共
有
し
…
…
」
と
い
う
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
記
述
か
ら
、
多
く

　
の
研
究
者
は
改
革
を
門
連
邦
再
建
の
二
五
年
後
」
と
解
釈
し
、
前
二
五
七
／
六
年

　
に
行
わ
れ
た
と
す
る
（
た
だ
し
、
起
点
と
な
る
前
二
八
～
／
○
年
を
含
む
年
代
計

　
算
法
を
採
ら
な
け
れ
ば
、
前
二
五
六
／
五
年
と
な
る
）
。
獅
≦
．
妻
訪
ぴ
磐
貯
賞
㊤
鵯
］

　
G
o
ミ
ミ
§
言
藁
§
℃
o
竜
魎
㌧
多
く
巳
H
魍
O
ぎ
a
、
や
b
。
ω
心
を
参
照
。
他
方
、
即
竃
■

　
潤
昌
ぎ
讐
。
⇒
門
同
㊤
①
呂
℃
ミ
N
魯
。
鳴
ミ
§
噂
○
ぎ
吋
α
。
O
P
N
①
Q
。
1
卜
。
刈
O
は
、
「
前
述
の
諸
都

　
市
」
が
の
ち
に
加
盟
し
た
ア
イ
ギ
オ
ン
、
ブ
ー
ラ
、
カ
リ
ュ
ネ
イ
ア
を
含
ま
ね
ば

　
な
ら
な
い
と
解
釈
し
、
前
二
五
三
／
二
年
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
ア
イ
ギ

　
オ
ン
な
ど
が
加
盟
し
て
か
ら
二
五
年
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
根
拠
を
十
分
に
説
明

　
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
ブ
ー
ラ
と
カ
リ
ュ
ネ
イ
ア
の
加
盟
が
ア
イ
ギ
オ
ン
と
同

　
時
期
で
あ
る
確
証
は
な
い
た
め
、
そ
れ
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
根
拠
と
し
て
弱
い

　
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
も
「
連
邦
再
建
の
二
五
年
後
」
と
解
釈

　
す
る
。

⑥
同
一
入
物
が
複
数
回
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
に
就
任
す
る
事
例
は
、
決
し
て
珍
し
く
な

　
い
。
突
出
し
た
例
と
し
て
、
ア
ラ
ト
ス
は
一
六
回
（
℃
ご
ρ
≦
餌
ム
ミ
貰
に
よ
れ

　
ば
一
七
回
）
、
フ
ィ
ロ
ポ
イ
メ
ン
は
八
二
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
に
就
任
し
た
と
さ
れ

　
る
。

⑦
ピ
母
。
。
窪
［
お
①
。
。
｝
（
第
一
章
注
②
）
u
お
メ
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⑧
空
N
跨
幽
ω
［
卜
。
8
Q
。
］
（
第
一
真
影
④
）
写
郎
ρ

⑨
瓢
く
質
舞
b
。
b
。
．
b
。
歯

⑩
い
輿
。
。
軽
愚
霧
。
。
］
（
第
一
章
注
②
）
o
o
．
卜
。
ω
O
捗
ま
た
、
先
行
研
究
で
ダ
ミ
ウ
ル
ゴ

　
イ
と
同
一
視
さ
れ
る
ゲ
ル
シ
ア
な
る
役
職
も
あ
る
が
、
一
例
し
か
知
ら
れ
て
い
な

　
い
う
え
（
℃
o
帯
び
．
。
。
Q
。
」
ω
」
）
、
そ
の
公
職
者
の
個
人
名
や
出
身
ポ
リ
ス
は
不
明

　
の
た
め
、
分
析
対
象
か
ら
除
く
。

⑪
国
≦
．
宅
鋤
ぽ
子
忌
ロ
㊤
ω
島
毎
ミ
§
駄
9
曼
§
噂
い
。
巳
。
コ
と
甲
門
ぎ
讐
§

　
［
お
O
鵠
（
第
～
章
注
⑥
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
に
就
任
し
た
ア
ラ
ト
ス

　
と
フ
ィ
ロ
ポ
イ
メ
ン
の
伝
記
的
な
研
究
で
あ
り
、
特
に
そ
の
就
任
年
代
な
ど
に
補

　
論
で
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

⑫
旨
炉
○
．
冨
潔
口
O
c
。
や
。
。
①
］
↓
滞
℃
o
属
百
寮
一
理
霧
o
h
窪
Φ
》
9
蝕
き
き
島

　
≧
8
蕾
づ
ピ
＄
讐
①
ω
、
》
§
．
の
o
p
窃
ー
ミ
冒
O
O
．
ω
ω
よ
ピ

⑬
い
貫
ω
監
置
0
0
G
。
］
（
第
一
章
注
②
）
o
p
卜
。
ω
傘

⑭
N
O
H
＜
．
協
粗
画
・
．
年
代
は
、
前
二
二
九
／
八
年
以
降
と
さ
れ
る
（
空
鑓
置
ω

　
ロ
⑩
O
呂
（
第
…
滑
落
④
）
冥
U
ミ
）
。

⑮
　
♪
《
ヨ
巽
α
ロ
Φ
ω
。
。
］
（
第
～
章
動
②
）
ロ
や
ω
。
。
ω
山
。
。
研
．
こ
れ
は
｝
．
〉
・
○
■
ピ
程
ω
Φ
づ

　
ロ
㊤
鐙
｝
謁
§
ミ
も
・
§
ミ
翠
雨
O
o
ミ
ミ
ミ
鳴
ミ
営
O
虚
心
鳥
楠
ミ
勘
§
軸
§
§
8
謎
蜜

　
い
。
ω
〉
轟
Φ
一
Φ
ω
も
’
b
。
く
島
一
同
山
．
ロ
O
①
。
。
］
（
第
…
牽
注
②
）
b
』
ω
一
に
も
反
映
さ
れ
て

　
い
る
。

⑯
早
く
は
、
即
ω
≠
。
9
畠
ロ
⑩
B
］
O
置
甥
ω
じ
①
¢
爵
§
α
魯
＜
8
国
肱
留
霞
。
ω
▼

　
轄
、
ミ
出
切
メ
℃
P
㎝
一
〇
。
ふ
Q
。
鼻
、
①
卜
。
刈
が
主
張
し
て
い
た
。
〉
＜
ヨ
霞
餌
以
降
と
し
て
は
、

　
O
・
〉
．
［
霧
ヨ
馨
口
ゆ
。
。
も
Q
］
国
「
薯
摺
賃
口
印
q
曾
N
霞
ω
耳
翼
容
霞
篇
Φ
ω
跡
O
訂
蔚
。
ず
2

　
ゆ
ロ
ロ
◎
①
ω
ω
鐙
讐
Φ
ρ
議
鎗
冒
悔
P
器
刈
幽
Φ
｝
や
『
O
ω
o
『
蝕
叶
N
興
口
O
o
。
窃
］
U
陶
Φ

　
宏
O
ヨ
O
鵯
昌
匿
島
ω
搭
ぐ
露
9
臨
雲
冠
O
ω
ハ
』
O
同
＜
｝
吋
為
ω
）
弓
α
⇔
興
＞
O
げ
臥
ω
9
Φ

　
b
d
§
山
9
ω
O
警
Φ
ロ
ω
．
甘
．
＜
【
O
ロ
目
・
請
α
卿
℃
唱
』
O
。
。
∴
窓
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑰
ピ
魯
ヨ
壁
5
［
6
Q
Q
ω
］
（
第
一
章
注
⑯
）
℃
葛
ホ
山
幽
。
。
は
、
大
き
な
ポ
リ
ス
に
も
輪

　
番
制
が
当
て
は
ま
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
一
～
三
人
の
配
分
が
、
公
職
者

　
全
体
に
お
け
る
各
ポ
リ
ス
出
身
者
の
割
合
と
対
応
し
て
い
る
と
も
主
張
す
る
。

　
O
ω
。
冨
欝
興
ロ
¢
。
。
α
］
（
第
一
章
注
⑱
）
ロ
．
δ
①
も
参
照
。

⑱
β
0
。
簗
鉦
叩
㊤
8
］
ぎ
ミ
の
ミ
ミ
蕊
ミ
§
b
σ
ミ
ミ
噂
ζ
岱
弐
冨
鄭
も
巳
O
O
山
ミ
．

⑲
　
一
九
九
九
年
の
発
掘
で
出
土
し
た
。
ロ
ー
マ
時
代
の
城
壁
に
転
用
さ
れ
て
い
た

　
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
＞
b
．
田
鑓
臨
ω
富
O
O
ω
］
U
Φ
8
濠
窃
q
ω
創
①
ω
8
日
。
ぴ
q
鑓
旨
霧

　
o
け
δ
ω
団
ω
話
ヨ
。
α
①
話
O
議
ω
Φ
部
鐙
二
〇
謬
儀
食
。
鄭
ω
冨
映
ミ
秘
ミ
謡
＞
o
げ
0
Φ
戸
ぽ
”

　
ご
づ
⊆
鑓
ω
Φ
一
剛
ω
俸
N
。
¢
ヨ
σ
。
旺
二
一
ω
（
①
幽
ω
．
〉
冨
O
O
。
。
］
（
「
は
じ
め
に
」
注
③
）
薯
函
O
－
霧

　
が
、
そ
の
碑
文
の
内
容
と
こ
れ
ま
で
の
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の
研
究
史
を
整
理
し
て

　
い
る
も
の
の
、
テ
ク
ス
ト
自
体
は
国
N
野
田
E
O
O
。
。
］
（
第
｝
章
注
④
）
写
一
一
①
で
初

　
め
て
公
刊
さ
れ
た
。

⑳
　
O
。
騒
睾
［
一
ゆ
Φ
O
］
（
第
｝
章
注
⑱
）
署
一
①
㎝
－
寒
b
。
．

⑳
℃
o
ぼ
げ
噸
9
零
ピ

⑫
　
「
バ
ト
ゥ
ラ
イ
の
（
息
“
知
ミ
ミ
菖
ハ
）
」
と
い
う
部
分
は
、
原
史
料
に
は
「
祖

　
国
の
（
息
ハ
コ
優
｛
§
蔚
）
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
祖
国
と
負
担
を
共
に
す
る

　
集
団
」
と
な
り
、
シ
ユ
ン
テ
レ
イ
ア
が
明
確
に
地
区
を
指
す
と
は
言
い
難
く
、
ア

　
カ
イ
ア
連
邦
全
体
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
、
城
江
に
よ
る
邦
訳
は
そ
の
読

　
み
を
採
用
し
て
い
る
（
ポ
リ
ユ
ビ
オ
ス
（
城
江
良
和
訳
）
『
歴
史
㎞
2
、
二
五
八

　
頁
）
。
な
お
、
そ
の
部
分
を
「
フ
ァ
ラ
イ
の
（
e
寝
℃
ミ
洪
益
）
」
と
読
む
研
究
者
も

　
存
在
す
る
（
O
h
≦
巴
σ
磐
オ
［
6
⊂
・
Σ
（
第
一
章
注
⑤
）
℃
■
爵
恥
）
。
O
霞
ω
8
嵩
が
言
及

　
す
る
も
う
一
か
所
の
根
拠
は
℃
o
ぼ
σ
．
ω
叩
ド
9
鼻
「
バ
ト
ゥ
ラ
イ
人
と
彼
ら
と
負
担

　
を
共
に
す
る
も
の
（
蒙
唱
読
響
；
♀
§
ミ
＆
↓
ミ
q
ミ
竃
ン
§
ε
」
で
あ

　
る
が
、
こ
れ
は
自
注
℃
o
ぞ
罫
9
詮
．
一
の
シ
ュ
ン
テ
レ
イ
ア
が
地
区
を
示
す
と
い

　
う
前
提
に
基
づ
く
。

⑱
℃
O
貯
げ
．
吟
＄
．
N
（
デ
ュ
メ
、
フ
ァ
ラ
イ
、
ト
ゥ
リ
タ
イ
ア
に
長
居
ど
伊
ゆ
㎝
．
刈

　
（
デ
ュ
メ
、
バ
ト
ゥ
ラ
イ
、
フ
ァ
ラ
イ
に
言
及
）
．

⑭
℃
o
帯
σ
■
弗
①
ρ
円
山
ρ

㊧
　
冨
房
魯
［
6
Φ
O
Q
］
（
第
一
章
注
②
）
冨
認
O
山
b
。
一
、
お
刈
乱
’
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⑯
　
公
職
者
一
般
つ
い
て
は
、
○
．
宕
Φ
一
一
P
O
。
。
傘
。
。
①
］
（
第
　
脚
注
⑫
）
が
ま
と
め
た

　
リ
ス
ト
を
参
考
に
、
筆
者
が
若
干
の
追
加
を
行
っ
た
。
依
拠
史
料
に
つ
い
て
は
、

　
表
三
を
参
照
。

⑳
　
実
際
、
シ
キ
ュ
オ
ン
で
は
ア
ラ
ト
ス
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
で
は
フ
ィ
ロ
ポ
イ
メ

　
ン
の
複
数
回
の
就
任
が
大
半
を
占
め
る
。

⑳
　
デ
ュ
メ
と
フ
ァ
ラ
イ
は
前
腎
八
一
／
○
年
に
連
邦
を
再
建
し
た
ポ
リ
ス
に
含
ま

　
れ
（
℃
〇
一
く
σ
・
も
Ω
’
膳
一
．
押
｝
も
⊃
）
、
カ
リ
ュ
ネ
イ
ア
も
そ
れ
か
ら
数
年
以
内
に
ア
カ
イ

　
ア
連
邦
に
加
盟
し
た
（
℃
O
一
《
σ
．
卜
。
．
蒔
一
’
H
躰
…
｝
α
）
。
ア
イ
ゲ
イ
ラ
と
レ
オ
ン
テ
ィ
オ

　
ン
の
加
盟
時
期
は
不
明
だ
が
、
前
述
の
三
ポ
リ
ス
と
共
に
、
再
建
以
前
の
初
期
ア

　
カ
イ
ア
達
邦
に
加
盟
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
℃
O
一
《
σ
．
鱒
．
戯
ピ
刈
I
G
Q
〉
。

⑳
　
分
析
の
依
拠
史
料
の
多
く
が
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
に
由
来
し
（
表
三
）
、
ま
た
ポ
リ

　
ュ
ビ
オ
ス
の
嵐
身
ポ
リ
ス
で
あ
る
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
か
ら
の
事
例
が
多
い
点
よ
り
、

　
こ
の
結
果
が
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
周
囲
の
状
況
の
み
を
伝
え
た
も
の
で
し
か
な
い
と

　
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
が
か
つ
て
属
し
て
い
た
ア
ル

　
カ
デ
ィ
ア
連
邦
の
諸
ポ
リ
ス
出
身
の
公
職
者
が
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
以
外
に
は
見

　
い
だ
せ
な
い
一
方
で
、
初
期
の
加
盟
ポ
リ
ス
出
身
の
公
職
者
に
つ
い
て
は
細
か
に

　
出
身
ポ
リ
ス
を
明
示
し
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
結
果
を
単
に
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
身

　
選
び
い
き
や
無
知
の
み
に
帰
す
こ
と
は
妥
惑
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

82　（332）

第
二
章
　
ポ
リ
ス
に
代
わ
る
単
位

工
ト
ノ
ス

第
一
節
　
エ
ト
ノ
ス
の
新
し
い
解
釈

　
そ
れ
で
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
い
て
、
役
職
全
体
に
共
通
す
る
割
り
当
て
の
単
位
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
前
章
で
雷
及
し
た
シ
ュ
ン
テ
レ

イ
ア
以
外
に
、
そ
の
よ
う
な
単
位
は
現
存
史
料
に
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
制
度
に
精
通
し
て
い
た
は
ず
の
ポ
リ
ュ

ビ
オ
ス
が
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
逆
に
～
つ
の
示
唆
を
与
え
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
単
位
が
、
明
言
せ
ず
と
も
当
時
の
人
々
に
理
解

で
き
た
、
（
と
少
な
く
と
も
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
は
考
え
た
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
役
職
の
割
り
当
て
は
、
当
時
の
人
々
の
問
で
一
般
的

な
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
の
区
分
を
単
位
と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
時
代
に
、
そ

の
よ
う
な
認
識
を
明
示
す
る
史
料
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
時
代
は
下
る
も
の
の
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
全
体
を
区
分
し
て
記
述
し
た
ス

ト
ラ
ボ
ン
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
を
、
ま
ず
は
議
論
の
足
が
か
り
と
す
る
。

　
後
一
世
紀
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
『
地
理
誌
』
は
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
全
体
を
扱
う
に
当
た
り
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
い
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う
単
位
に
よ
っ
て
、
エ
リ
ス
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
、
ア
カ
イ
ア
、
地
峡
地
域
（
シ
キ
ュ
オ
ン
周
辺
と
コ
リ
ン
ト
ス
周
辺
）
、
ラ
コ
ニ
ケ
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
区
分
し
て
い
る
。
一
方
、
後
二
世
紀
に
『
ギ
リ
シ
ア
案
内
記
』
を
著
し
た
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
、
そ
の
著
書
の
構
成
か
ら
ペ
ロ

ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
を
ア
ル
ゴ
リ
ス
、
ラ
コ
ニ
ケ
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
、
エ
リ
ス
、
ア
カ
イ
ア
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
六
つ
の
「
モ
イ
ラ
（
部
分
）
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

区
分
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
地
峡
地
域
を
ア
ル
ゴ
リ
ス
に
含
む
か
否
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
区
分
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。
時

代
の
異
な
る
二
人
が
、
ほ
ぼ
同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
一
般
的
な
認
識
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
区
分
の
単
位

を
表
す
語
が
両
者
で
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
語
が
役
職
の
割
り
当
て
の
単
位
を
特
別
に
意
味
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
確
実
な
こ
と

は
、
両
者
が
区
分
に
用
い
た
単
位
が
、
ア
カ
イ
ア
に
住
む
ア
カ
イ
ア
人
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
住
む
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
の
よ
う
に
、
そ
の
地
域
に

住
む
人
々
を
表
す
際
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
々
を
認
識
す
る
単
位
で
も
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
両
者
が
用
い
た
の
は
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
く
単
位
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
く
単
位
の
捉
え
方
の
参
考
と
な
る
の
が
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
に
よ
る
新
た
な
エ
ト
ノ
ス
解
釈
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
る
。
従
来
エ
ト
ノ
ス
は
、
ポ
リ
ス
あ
る
い
は
連
邦
の
前
段
階
に
位
置
す
る
原
始
的
な
共
同
体
と
さ
れ
、
部
族
国
家
と
同
義
と
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
同
時
に
「
後
進
的
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
認
識
は
、
当
時
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
古
代
人
の
認
識
も
反
映
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
イ
デ
ス
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
エ
ト
ノ
ス
へ
の
言
及
は
、
彼
ら
の
住
む
ポ
リ
ス
世
界
を
説
明
す
る
た
め
の
補
助
的

　
　
　
　
　
　
④

な
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
エ
ト
ノ
ス
は
部
族
国
家
か
ら
発
展
し
た
連
邦
に
も
適
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
エ
ト
ノ
ス
の
基
本
的
な
意
味
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
集
団
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
母
ω
零
は
連
邦
を
指
す
言
葉
と
し
て
エ
ト
ノ
ス
は
適
切
で
な
い
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
本
来
部
族
国
家
を
示

す
べ
き
エ
ト
ノ
ス
が
古
代
に
お
い
て
連
邦
を
意
味
す
る
の
は
、
他
に
用
い
る
言
葉
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
慣
用
的
な
も
の
で
、
「
先
進
的
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

連
邦
の
本
質
を
示
し
て
は
い
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
伝
統
的
に
、
エ
ト
ノ
ス
に
は
ポ
リ
ス
や
連
邦
と
対
置
さ
れ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
考
古
学
的
調
査
の
成
果
を
基
に
し
た
研
究
は
、
エ
ト
ノ
ス
を
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
捉
え
直
そ
う
と
し
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⑧た
。
細
か
な
意
見
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
彼
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
エ
ト
ノ
ス
と
は
擬
似
的
な
血
縁
関
係
へ
の
帰
属
意
識
や
、
独
自
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

や
制
度
、
信
仰
な
ど
を
共
有
し
た
集
団
と
さ
れ
、
そ
れ
が
今
日
の
通
説
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
エ
ト
ノ
ス
が
決
し
て
原
初
か
ら
一
貫

し
た
も
の
で
は
な
く
、
可
変
的
な
集
団
で
あ
る
と
い
う
点
は
注
目
に
値
す
る
。
エ
ト
ノ
ス
は
、
伝
統
的
な
研
究
が
部
族
国
家
を
当
て
は
め
た
よ

う
な
、
何
ら
か
の
政
治
組
織
を
指
す
言
葉
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
自
己
認
識
に
あ
わ
せ
て
変
化
す
る
人
々
の
集
団
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

エ
ト
ノ
ス
と
い
う
語
が
元
来
単
な
る
「
集
団
」
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
政
治
的
な
意
味
合
い
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
納
得
さ
れ

　
　
　
　
⑩

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
エ
ト
ノ
ス
解
釈
に
従
え
ば
、
あ
る
ポ
リ
ス
の
構
成
員
が
、
そ
の
ポ
リ
ス
以
外
の
人
々
と
、
ポ
リ
ス
と
は
別
の
レ
ベ
ル
で
祖

先
や
歴
史
を
共
有
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ポ
リ
ス
と
同
時
に
、
そ
れ
を
含
み
こ
む
エ
ト
ノ
ス
が
並
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
「
部
族
国
家
（
エ
ト
ノ
ス
）
か
ら
連
邦
国
家
（
あ
る
い
は
ポ
リ
ス
）
へ
」
と
い
う
単
線
的
な
発
展
モ
デ
ル
は
成
立
し
な
く
な
り
、
エ
ト
ノ

ス
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
位
置
づ
け
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ポ
リ
ス
と
の
並
存
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
「
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
人
」
や
「
イ
オ
ニ

ア
人
」
、
「
ヘ
レ
ネ
ス
（
ギ
リ
シ
ア
人
）
」
と
い
っ
た
よ
り
大
き
な
集
団
も
エ
ト
ノ
ス
と
捉
え
れ
ば
、
複
数
の
エ
ト
ノ
ス
が
入
れ
子
状
態
で
並
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
先
に
示
し
た
ス
ト
ラ
ボ
ン
や
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
用
い
た
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
く
単
位
も
、
こ
の
よ
う

な
新
し
い
解
釈
に
従
え
ば
、
現
代
的
な
分
析
概
念
と
し
て
の
エ
ト
ノ
ス
と
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
節
　
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
け
る
「
工
ト
ノ
ス
」

　
前
節
の
よ
う
な
新
し
い
解
釈
を
用
い
る
場
合
、
エ
ト
ノ
ス
と
い
う
分
析
概
念
は
様
々
な
基
準
に
よ
っ
て
多
様
に
区
分
さ
れ
、
結
果
と
し
て
エ

ト
ノ
ス
と
い
う
語
だ
け
で
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
新
し
い
解
釈
に
従
っ
て
エ
ト
ノ
ス
を
捉
え
る
と
き
、
そ

の
基
準
が
明
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
や
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
に
お
け
る
「
エ
ト
ノ
ス
」
は
地
域
的
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
て
い
た
。
本
節
で
は
、
こ
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
存
在
を
示
す
要
素
を
確
認
し
、
そ
れ
が
ア
カ
イ
ア
連
邦

の
時
代
に
も
見
ら
れ
る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
け
る
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
捉
え
て
い
く
。
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ギエトノス」に基づくアカイア連邦の公職制度と統合政策（岸本）

　
（
一
）
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

　
ま
ず
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
存
在
を
端
的
に
示
す
例
が
、
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
自
己
認
識
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
出
身
ポ
リ
ス
で
あ

る
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
や
、
役
職
を
務
め
た
ア
カ
イ
ア
連
邦
だ
け
で
な
く
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
中
央
部
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
域
に
も
帰
属
意

識
を
有
し
て
い
た
。
同
盟
市
戦
争
の
最
中
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
域
の
ポ
リ
ス
で
あ
る
キ
ュ
ナ
イ
タ
の
凄
惨
な
内
紛
の
経
緯
を
記
し
た
ポ
リ
ュ
ビ

オ
ス
は
、
キ
ュ
ナ
イ
タ
人
の
残
虐
さ
は
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
（
ざ
葺
く
諺
粟
＆
e
く
竈
く
8
）
の
中
で
も
例
外
で
あ
る
と
し
て
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
擁
護
を
図
っ
て
い
る
。
ポ
リ
ス
が
位
置
す
る
地
域
へ
の
帰
属
意
識
は
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
第
一
の
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
諸
ポ
リ
ス
が
ド
ー
リ
ス
人
の
侵
入
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
土
着
の
出
自
を
想
定
し
、
リ
ュ
カ
オ
ン
を
共
通
の
始
祖
と
す
る
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
独
自
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
方
雷
の
存
在
か
ら
も
、
擬
似
的
な
血
縁
関
係
や
独
自
の
文

化
・
歴
史
（
記
憶
）
の
共
有
が
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
存
在
を
示
す
一
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
前
四
世
紀
に

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
連
邦
と
い
う
政
治
組
織
を
既
に
形
成
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
加
盟
し
た
後
の
前
二
〇
八
年
、
マ
イ
ア
ン
ド

ロ
ス
河
畔
の
マ
グ
ネ
シ
ア
に
ア
シ
ュ
リ
ア
（
不
可
侵
）
を
認
め
た
書
簡
が
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
と
は
別
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
諸
ポ
リ
ス
か
ら
も
送

　
　
　
　
⑮

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
地
域
に
属
す
る
諸
ポ
リ
ス
が
協
調
行
動
を
と
る
点
も
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
要
素
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
要
素
と
は
、
地
域
へ
の
帰
属
意
識
、
そ
の
地
域
で
共
有
さ
れ
た
血
縁
関
係

や
文
化
・
歴
史
、
地
域
に
属
す
る
複
数
の
ポ
リ
ス
（
あ
る
い
は
人
々
）
に
よ
る
協
調
行
動
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
を
基
準
と
し
て
ア
カ
イ

ア
連
邦
に
お
け
る
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
捉
え
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
域
に
住
む
人
々
が
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
と
い
う
「
エ
ト
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ス
」
を
形
成
し
、
そ
れ
が
ア
カ
イ
ア
連
邦
と
並
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
以
降
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
以
外
の
各
地
域
を
岡
様
に
確
認
し

て
い
く
。
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（
二
）
　
ア
カ
イ
ア

　
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
北
部
の
ア
カ
イ
ア
地
域
へ
の
帰
属
意
識
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
以
前
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や

ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
に
も
三
口
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
四
世
紀
に
「
ア
カ
イ
ア
人
」
と
刻
ま
れ
た
硬
貨
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
は
協
調
行
動

　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
一
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
代
に
は
、
ド
ー
リ
ス
人
に
追
放
さ
れ
た
先
住
民
ア
カ
イ
ア
人
を
彼
ら
の
始
祖
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
時
代
の
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
母
体
と
な
っ
た
初
期
の
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
、
ア
イ
ギ
オ
ン
に
形
成
さ
れ
た
ゼ
ウ
ス
・
ホ
マ
リ
オ
ン
の
聖
域
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

集
会
の
場
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
共
通
の
文
化
を
象
徴
す
る
。
何
よ
り
も
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
再
建
が
ア
カ
イ
ア
人
の
手
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
だ
と
い
う
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
認
識
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
核
と
し
て
、
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
が
当
時
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明

示
す
る
。
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（
三
）
　
エ
リ
ス

　
エ
リ
ス
は
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
北
西
部
を
表
す
地
域
名
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
中
心
市
で
あ
る
エ
リ
ス
と
い
う
ポ
リ
ス
も
指

す
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
都
市
エ
リ
ス
が
前
六
世
紀
ま
で
に
、
近
隣
の
有
力
ポ
リ
ス
の
ピ
サ
と
全
ギ
リ
シ
ア
的
な
聖
域
で
あ
る
オ
リ
ュ
ン
ピ

ア
を
併
合
し
、
前
五
世
紀
に
は
そ
の
領
域
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
そ
の
後
、
ス
パ
ル
タ
に
敗
れ
た
こ
と
で
多
く
の
領
域
を
失
う
が
、
す
ぐ
に
そ

れ
ら
を
回
復
し
、
前
四
世
紀
半
ば
に
一
時
的
に
独
立
し
て
い
た
ピ
サ
を
再
併
合
し
て
以
降
、
再
び
全
地
域
を
都
市
エ
リ
ス
が
支
配
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
捉
え
ら
れ
る
地
域
と
し
て
の
エ
リ
ス
は
既
に
前
五
世
紀
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
領
域
内
の
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ポ
リ
ス
は
存
続
し
た
も
の
の
、
都
市
エ
リ
ス
に
支
配
さ
れ
る
従
属
的
な
地
位
に
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
都
市
エ
リ
ス
と
離
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

場
所
に
あ
る
ポ
リ
ス
、
レ
プ
レ
オ
ン
を
エ
リ
ス
と
ラ
コ
ニ
ケ
の
境
界
と
す
る
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
記
述
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
状
況
は
、
前
三
世
紀
末
に
も
継
続
し
て
い
た
。
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
記
述
か
ら
は
、
都
市
エ
リ
ス
と
は
異
な
る
場
所
や
ポ
リ
ス
が
地
域
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
て
の
エ
リ
ス
に
属
す
る
と
い
う
認
識
が
窺
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
地
域
外
の
人
間
で
あ
る
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
は
、
エ
リ
ス
を
一
つ
の
地
域
と
し



て
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
都
市
エ
リ
ス
お
よ
び
そ
の
支
配
下
の
ポ
リ
ス
が
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
加
盟
す
る
ま
で
、
そ
れ
に
対
立
す
る
ア
イ
ト

リ
ア
連
邦
や
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
と
…
貫
し
て
同
盟
し
て
い
た
こ
と
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
も
地
域
と
し
て
の
エ
リ
ス
が
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

協
調
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
強
く
示
す
。
特
に
ア
イ
ト
リ
ア
連
邦
と
の
関
係
は
、
ア
イ
ト
リ
ア
か
ら
帰
還
し
た
エ
リ
ス
の
王
家
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

孫
オ
ク
シ
ュ
ロ
ス
を
共
通
の
始
祖
と
す
る
後
代
の
認
識
が
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
時
代
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
祖
先
の
共
有
だ
け
で

な
く
、
全
ギ
リ
シ
ア
的
な
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
競
技
祭
を
開
催
す
る
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
要

素
で
あ
っ
た
。
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（
四
）
　
メ
ッ
セ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
南
西
部
の
メ
ッ
セ
ニ
ア
が
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
の
敗
北
に
よ
り
ス
パ
ル
タ
に
従
属
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

前
四
六
〇
年
代
の
第
三
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
に
も
敗
れ
た
が
、
前
三
七
〇
／
六
九
年
に
エ
パ
メ
イ
ノ
ン
ダ
ス
の
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
遠
征
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
そ
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、
メ
ッ
セ
ネ
と
い
う
ポ
リ
ス
が
創
建
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
記
憶
や
メ
ッ
セ
ニ
ア
独
自
の
信
仰
か
ら
、
同
じ
く

ド
ー
リ
ス
系
の
始
祖
が
想
定
さ
れ
る
ス
パ
ル
タ
と
は
異
な
る
と
い
う
意
識
、
す
な
わ
ち
メ
ッ
セ
ニ
ア
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
起
源
は

古
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
考
古
学
的
調
査
か
ら
は
前
古
典
期
の
メ
ッ
セ
ニ
ア
と
ス
パ
ル
タ
の
文
化
的
差
異
は
見
い
だ
せ
ず
、
む
し
ろ
前
四
世
紀
以
降
の
メ
ッ

興
国
ア
の
信
仰
も
典
型
的
な
ス
パ
ル
タ
の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
と
指
摘
す
る
先
行
研
究
が
現
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ス
パ
ル
タ
支
配
以
前
の

メ
ッ
セ
ニ
ア
と
前
四
世
紀
に
新
し
く
誕
生
し
た
メ
ッ
セ
ニ
ア
と
の
間
に
は
直
接
の
関
係
は
な
く
、
後
者
が
ス
パ
ル
タ
支
配
の
中
で
前
者
を
核
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
新
し
く
形
成
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
メ
ッ
セ
ネ
の
創
建
後
、
た
だ
ち
に
メ
ッ
セ
ニ
ア
全

体
が
ス
パ
ル
タ
の
支
配
か
ら
離
脱
せ
ず
、
南
部
や
メ
ッ
セ
ニ
ア
湾
岸
の
モ
ト
ネ
、
ア
シ
ネ
、
フ
ァ
ラ
イ
は
、
前
三
三
八
年
に
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

世
に
よ
っ
て
メ
ッ
セ
ネ
に
与
え
ら
れ
る
ま
で
ス
パ
ル
タ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
事
実
と
矛
盾
し
な
い
。
メ
ッ
セ
ニ
ア
と
い
う
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
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イ
テ
ィ
の
形
成
は
、
比
較
的
新
し
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
新
し
い
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
下
で
も
継
続
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
が
ア
ル
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

デ
ィ
ア
と
ス
パ
ル
タ
に
隣
接
す
る
地
域
と
し
て
メ
ッ
セ
ニ
ア
に
雷
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
メ
ッ
セ
ニ
ア
人
に
対
し
て
常
に
敵
対
的
」
と
述

べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ス
パ
ル
タ
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
も
外
敵
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
や
ス
パ
ル
タ
か
ら
の
独
立
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

憶
は
、
こ
の
時
代
に
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
固
に
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
へ
の
加
盟
以
前
、

前
二
〇
七
／
六
年
と
さ
れ
る
、
マ
イ
ア
ン
ド
ロ
ス
河
畔
の
マ
グ
ネ
シ
ア
で
発
見
さ
れ
た
碑
文
で
は
、
「
メ
ッ
セ
ニ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
⑳

表
現
が
見
ら
れ
る
。
前
三
世
紀
末
か
ら
前
一
一
世
紀
宋
の
碑
文
で
も
、
「
ト
ゥ
リ
ア
出
身
の
メ
ッ
セ
ニ
ア
人
」
、
「
イ
ト
メ
（
メ
ッ
セ
ネ
の
別
名
）
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

身
の
メ
ッ
三
戸
ア
人
」
と
い
っ
た
表
現
が
見
ら
れ
、
硬
貨
に
お
い
て
も
「
メ
ッ
セ
ニ
ア
人
」
と
い
う
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

メ
ッ
セ
ニ
ア
と
い
う
地
域
へ
の
帰
属
意
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
協
調
行
動
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
も
継
続
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

　
な
お
、
「
メ
ッ
豊
肥
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
に
お
い
て
は
、
メ
ッ
セ
ネ
の
支
配
が
前
三
世
紀
に
な
っ
て
強
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
前
一

九
二
年
の
ア
カ
イ
ア
連
邦
加
盟
以
前
に
、
エ
リ
ス
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
同
様
、
メ
ッ
セ
ネ
を
中
心
と
し
、
そ
れ
以
外
の
ポ
リ
ス
は
従
属
的
な
地
位

に
お
か
れ
る
と
い
う
構
造
が
あ
っ
た
。
そ
の
構
造
が
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
加
盟
後
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
一
八
二
年
に
い
っ
た
ん
連
邦
か

ら
離
脱
し
た
メ
ッ
セ
ネ
が
再
加
盟
し
た
際
、
ア
ビ
ア
、
フ
ァ
ラ
イ
、
ト
ゥ
リ
ア
が
分
離
さ
れ
、
メ
ッ
セ
ネ
と
は
別
に
連
邦
に
加
盟
し
た
事
例
か

　
　
　
　
　
　
⑳

ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
連
邦
加
盟
後
も
、
メ
ッ
セ
ネ
を
中
心
と
し
た
「
エ
ト
ノ
ス
」
は
連
邦
と
並
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
五
）
　
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ス
パ
ル
タ
は
、
そ
れ
に
従
属
す
る
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
の
共
同
体
と
と
も
に
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
国
家
」
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
も
～
種
の

エ
ト
ノ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
国
家
」
は
ス
パ
ル
タ
の
支
配
領
域
を
指
し
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
南
部
の
ラ

　
　
　
　
⑳

コ
ニ
ケ
地
域
だ
け
で
な
く
、
古
典
期
以
前
に
は
メ
ッ
セ
ニ
ア
地
域
も
含
ん
で
い
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ニ
ア
は
、
前
述
の
通
り
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
以
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降
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
国
家
」
か
ら
分
離
し
、
別
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
形
成
し
た
。
よ
っ
て
、
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
国
家
」
は
、
主
に
ラ

コ
ニ
ケ
地
域
と
重
な
る
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
と
い
う
自
己
認
識
に
従
っ
て
、
こ
の
「
エ

ト
ノ
ス
」
を
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
と
す
る
。

　
ス
パ
ル
タ
を
中
心
と
す
る
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
は
、
前
二
二
二
年
の
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
戦
争
、
前
一
九
五
年
の
ナ
ビ
ス
戦
争
の
敗
北
に
よ
り
、
さ
ら

に
そ
の
支
配
領
域
を
縮
小
さ
せ
、
最
終
的
に
前
一
九
二
年
に
ス
パ
ル
タ
は
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
加
盟
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
は
消

失
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
加
盟
し
た
ス
パ
ル
タ
で
は
、
親
ア
カ
イ
ア
派
と
反
ア
カ
イ
ア
派
の
内
紛
が
生
じ
、
前
一
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

年
に
後
者
が
政
権
を
奪
取
す
る
と
、
前
者
は
南
岸
部
に
逃
れ
た
。
こ
の
事
例
か
ら
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
へ
の
対
応
を
め
ぐ
り
、
ス
パ
ル
タ
と
南

岸
部
の
ポ
リ
ス
と
の
間
で
政
治
的
な
一
体
性
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ス
パ
ル
タ
か
ら
分
離
し
た
は
ず
の
南
部
の
ペ
リ
オ

イ
コ
イ
共
同
体
が
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
コ
イ
ノ
．
ン
」
を
結
成
し
た
こ
と
は
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
維
持
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
結
成
時
期
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
も
の
の
、
南
部
の
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
共
同
体
が
ス
パ
ル
タ
か
ら
分
離
さ
せ
ら
れ
た
前

　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
九
五
年
で
あ
れ
ば
、
ス
パ
ル
タ
と
分
か
た
れ
て
な
お
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
と
い
う
帰
属
意
識
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
ラ
ケ

ダ
イ
モ
ン
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
の
中
心
的
祭
祀
の
一
つ
、
ア
ス
ポ
ス
付
近
の
ア
ポ
ロ
ン
・
ヒ
ュ
ペ
ル
テ
レ
ア
タ
ス
の
神
宮
に
ス
パ
ル
タ
人
が
就
任

　
　
　
⑮

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
パ
ル
タ
が
こ
の
コ
イ
ノ
ン
の
構
成
ポ
リ
ス
で
あ
る
こ
と
を
直
ち
に
示
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
祭
祀
を
通
じ
て
、

ス
パ
ル
タ
と
そ
こ
か
ら
分
か
た
れ
た
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
共
同
体
が
一
つ
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
維
持
し
て
い
た
可
能
性
を
強
く
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
、

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
全
期
に
結
成
さ
れ
た
「
自
由
ラ
コ
ニ
ア
同
盟
」
の
加
盟
ポ
リ
ス
は
、
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
と
重
な
る
部
分
も

　
⑯
あ
る
。
以
上
よ
り
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
加
盟
以
降
も
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
と
い
う
「
エ
ト
ノ
ス
」
が
継
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
六
）
　
ア
ル
ゴ
リ
ス
と
地
嫉
地
域

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
「
エ
ト
ノ
ス
」
は
、

ス
ト
ラ
ボ
ン
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
で
共
通
し
て
い
た
。
唯
一
異
な
っ
て
い
た
の
は
、
ペ
ロ
ポ
ン
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ネ
ソ
ス
半
島
北
東
部
の
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
域
と
地
嫉
地
域
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
ボ
ン
は
地
峡
地
域
を
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
外
に
あ
る
と
す
る
一
方
、
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ウ
サ
ニ
ア
ス
は
地
峡
地
域
を
ア
ル
ゴ
リ
ス
に
含
ん
で
い
る
。
ア
カ
イ
ア
連
邦
加
盟
以
前
に
、
こ
の
地
域
が
一
つ
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
持
っ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
こ
の
地
域
の
人
々
は
、
確
か
に
ド
ー
リ
ス
系
の
出
自
を
共
有
し
て
い
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
ア
ル
ゴ
リ
ス

と
地
峡
地
域
は
二
分
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
に
位
置
す
る
ア
ル
ゴ
ス
は
伝
統
的
に
ス
パ
ル
タ
と
敵
対
し
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
や
ペ

ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
戦
争
で
も
中
立
、
時
に
ア
テ
ナ
イ
に
与
し
た
。
一
方
で
地
峡
地
域
に
位
置
す
る
コ
リ
ン
ト
ス
は
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
で
は
ギ
リ
シ

ア
に
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
戦
争
で
は
ス
パ
ル
タ
に
与
し
、
コ
リ
ン
ト
ス
戦
争
の
際
に
は
ス
パ
ル
タ
に
反
旗
を
翻
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
大
競
技

祭
の
う
ち
、
ネ
メ
ア
祭
は
ア
ル
ゴ
ス
が
、
イ
ス
ト
ミ
ア
祭
は
コ
リ
ン
ト
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
主
催
し
て
い
る
点
で
も
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
は

言
い
難
い
。
地
峡
地
域
に
位
置
す
る
シ
キ
ュ
オ
ン
も
、
か
つ
て
は
ア
ル
ゴ
ス
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
化
主
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
ア
ル
ゴ
ス
か
ら
文
化
的
な
独
立
を
図
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
主
に
古
典
期
の
ポ
リ
ス
を
扱
っ
た
現
代
の
研
究
書
で
も
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
域
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
峡
地
域
は
別
の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
両
地
域
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
地
域
で
再
建
後
に
初
め
て
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
加
盟
し
た
の
は
、
シ
キ
ュ
オ

ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
以
外
の
ポ
リ
ス
と
し
て
も
初
め
て
の
加
盟
で
あ
っ
た
。
以
後
、
シ
キ
ュ
オ
ン
は
ア

カ
イ
ア
連
邦
の
中
心
的
ポ
リ
ス
と
な
っ
て
い
く
。
ア
ラ
ト
ス
に
よ
る
解
放
ま
で
マ
ケ
ド
ニ
ア
軍
の
占
領
下
に
あ
っ
た
コ
リ
ン
ト
ス
は
、
連
邦
に

加
盟
す
る
も
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
戦
争
で
は
連
邦
か
ら
離
反
し
て
い
る
。
戦
後
に
再
び
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
第
二
次
マ
ケ
ド
ニ
ア
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

争
で
ロ
ー
マ
側
に
つ
い
て
勝
利
す
る
ま
で
、
そ
の
状
態
が
継
続
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
少
な
く
と
も
史
料
上
に
ア
カ
イ
ア
連
邦
と
コ
リ
ン

ト
ス
の
対
立
は
見
ら
れ
な
い
。
前
一
四
六
年
の
ア
カ
イ
ア
戦
争
後
に
、
ロ
ー
マ
が
コ
リ
ン
ト
ス
を
徹
底
的
に
破
壊
し
た
事
件
は
、
コ
リ
ン
ト
ス

が
ア
カ
イ
ア
連
邦
を
象
徴
す
る
ポ
リ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
コ
リ
ン
ト
ス
破
壊
後
、
シ
キ
ュ
オ
ン
が
イ
ス
ト
ミ
ア
祭
の
開
催
を

引
き
継
い
だ
こ
と
か
ら
、
地
峡
地
域
の
こ
の
ニ
ポ
リ
ス
は
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
親
マ
ケ
ド
ニ
ア
派
の
藩
主
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
ア
ル
ゴ
ス
は
、
前
三
世
紀
宋
の
一
時
的
な
マ
ケ
ド
ニ
ア
弱
体
化
と
、
そ
れ
に
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伴
う
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
隆
盛
を
み
て
、
ア
カ
イ
ァ
連
邦
に
加
盟
し
た
。
し
か
し
、
ア
ル
ゴ
ス
は
コ
リ
ン
ト
ス
同
様
そ
の
後
の
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
戦

争
で
離
反
し
、
そ
の
後
も
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
反
抗
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
。
第
二
次
マ
ケ
ド
ニ
ア
戦
争
で
は
、
ロ
ー
マ
に
与
す
る
こ
と
に
反
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ア
カ
イ
ア
連
邦
か
ら
離
反
し
た
。
ア
ル
ゴ
ス
は
そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
五
世
に
よ
っ
て
ス
パ
ル
タ
の
ナ
ビ
ス
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
第
二
次
マ

ケ
ド
ニ
ア
戦
争
後
に
、
ス
パ
ル
タ
の
領
有
す
る
ア
ル
ゴ
ス
を
め
ぐ
っ
て
ア
カ
イ
ア
連
邦
と
ナ
ビ
ス
と
の
対
立
が
表
面
化
す
る
と
、
前
一
九
五
年
、

フ
ラ
ミ
ニ
ヌ
ス
率
い
る
ロ
ー
マ
軍
の
援
助
を
受
け
た
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
ナ
ビ
ス
を
破
り
、
ス
パ
ル
タ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ア
ル
ゴ
ス
は
連
邦
に

　
　
　
　
⑳

再
加
明
皿
し
た
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
加
盟
後
も
、
ア
ル
ゴ
ス
と
コ
リ
ン
ト
ス
、
シ
キ
ュ
オ
ン
の
問
に
岡
じ
地
域
へ
の
帰
属
意
識
や
協
調
行

動
は
見
ら
れ
ず
、
一
つ
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
密
接
な
関
係
を
有
し
た
コ
リ
ン
ト
ス
と
シ
キ
ュ
オ

ン
の
地
峡
地
域
と
、
ア
ル
ゴ
ス
を
中
心
と
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
、
二
つ
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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界
の
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同
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全
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表
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忌
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偽
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自
己
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き
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い
う
慣
用
句
に
お
い
て
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エ
ト
ノ

　
ス
（
飯
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き
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ネ
ガ
テ
ィ
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解
釈
し
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の
も
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の
表
れ
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あ
る
。
日
本
に
お

　
い
て
も
ぞ
う
し
た
構
図
が
浸
透
し
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い
た
こ
と
は
、
合
阪
學
ロ
Φ
Q
。
①
］
『
ギ
リ
シ

　
ア
・
ポ
リ
ス
の
国
家
理
念
…
そ
の
歴
史
的
発
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関
す
る
研
究
1
』
創
文
社
、

　
二
一
〇
頁
、
一
＝
三
～
一
＝
四
頁
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よ
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⑧
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D
ス
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司
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著
お
。
。
O
］
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史
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ロ
m
q
虚
ω
ρ
b
口
紹
①
ω
も
P
N
O
。
刈
山
Φ
卜
。
に
よ

　
れ
ば
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
の
形
成
に
携
わ
っ
た
共
同
体
の
多
く
が
、
ア
ル
カ
デ
ィ

　
ア
全
体
の
伝
説
上
の
祖
先
と
さ
れ
る
リ
ュ
カ
オ
ン
を
始
祖
に
挙
げ
て
い
る
。
メ
ガ

　
レ
…
ポ
リ
ス
の
建
設
の
詳
細
は
、
長
谷
粥
岳
男
［
卜
δ
O
O
Q
。
〕
「
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
成

　
立
1
ー
ポ
リ
ス
再
考
序
論
－
駄
豊
田
浩
志
編
欄
神
は
細
部
に
宿
り
給
う
㎞
南
窓

　
社
、
四
三
～
六
三
頁
も
参
照
。

⑮
§
き
も
。
。
。
ま
。
。
よ
。
。
■
た
だ
し
、
そ
の
中
に
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
は
な
く
、

　
ア
カ
イ
ア
に
属
す
る
は
ず
の
ト
ゥ
リ
タ
イ
ア
が
含
ま
れ
る
。
碑
文
を
建
立
し
た
マ

　
グ
ネ
シ
ア
側
の
ミ
ス
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
℃
き
ω
・
①
山
b
。
．
c
。
心
に
も
ト
ゥ
リ
タ

　
イ
ア
入
を
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ト
ゥ
リ
タ
イ
ア

　
の
自
己
認
識
が
曖
昧
で
あ
り
、
外
部
（
例
え
ば
マ
グ
ネ
シ
ア
）
の
判
断
に
よ
っ
て

　
そ
の
帰
属
が
変
化
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
流
動
性
を

　
示
す
事
例
の
～
つ
と
い
え
る
。
本
稿
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
政
治
に
深
く
携
わ
っ

　
た
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
記
述
の
中
で
ア
カ
イ
ア
連
邦
を
再
建
し
た
最
初
の
四
ポ
リ
ス

　
に
ト
ゥ
リ
タ
イ
ア
が
含
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
加
盟
時
は
ト
ゥ
リ

　
タ
イ
ア
が
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
し
て
い
た
と
考
え
る
（
℃
o
貯
ぴ
マ
P

　
蒔
｝
．
巳
）
。

⑯
↓
■
甲
羅
Φ
幕
ロ
冨
8
N
］
》
蕃
鳥
ミ
黛
§
職
雰
ぎ
、
霧
§
暮
鴨
』
§
ぎ
帯
§
翫

　
O
ミ
鈎
思
ミ
㌔
ミ
ご
｝
O
O
再
止
立
σ
q
の
芦
Φ
ω
驚
。
竃
貯
U
b
誤
甲
G
。
。
。
．
た
だ
し
、
ア
ル
カ
デ
ィ

　
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
は
常
に
一
枚
岩
で
な
か
っ
た
。
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
中
に
も
、

　
騨
の
基
準
に
よ
る
エ
ト
ノ
ス
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
戦
争
に
お
い

　
て
、
テ
ゲ
ア
、
マ
ン
テ
ィ
ネ
イ
ア
、
オ
ル
コ
メ
ノ
ス
、
カ
フ
ユ
ア
イ
が
独
自
の
行

　
動
を
と
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
（
℃
ξ
け
ミ
昏
．
G
隷
。
ミ
■
鼻
S
O
捗

　
芝
巴
ぴ
磐
鍔
ロ
Φ
零
］
（
第
一
章
注
⑤
）
琴
卜
。
爵
｛
）
。
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「エトノス」に基づくアカイア連邦の公職制度と統合政策（岸本）

⑰
臣
叶
」
」
ホ
で
は
、
既
に
前
五
世
紀
に
は
＝
あ
「
地
区
」
が
こ
の
地
域
に
存

　
在
し
た
こ
と
、
↓
9
ρ
卜
。
．
㊤
』
は
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
戦
争
の
当
初
ア
カ
イ
ア
人

　
が
中
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
前
五
～
四
世
紀
の
ア
カ
イ
ア
に
つ
い
て
は
、
○

　
竃
。
お
餌
口
卸
』
9
竃
㍊
巴
［
卜
⊃
O
O
出
＞
o
ず
眩
四
ぎ
p
出
四
屋
⑦
謬
印
蜜
色
ω
Φ
昌
（
Φ
9
）
冨
O
O
出

　
（
「
は
じ
め
に
」
注
①
）
巳
ロ
P
ミ
b
。
ム
ミ
も
参
照
。
硬
貨
は
、
前
三
七
〇
～
三
六
〇

　
年
頃
と
さ
れ
る
。
調
紹
ρ
§
外
き
ミ
斡
・
ロ
潅
①
を
参
照
。

⑱
Q
。
啓
鋤
び
ρ
。
。
．
図
ど
評
轟
刈
■
一
』
－
鉾

⑲
℃
o
蔓
σ
9
P
ω
ρ
課
は
初
期
の
連
邦
の
成
立
を
前
五
世
紀
と
す
る
。
連
邦
成
立
の

　
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
さ
れ
る
神
域
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
ω
群
国
σ
o
．
ρ
。
メ
㎝
も
参
照
。

　
そ
の
成
立
時
期
を
荊
四
世
紀
と
す
る
竃
。
蹟
雪
卿
頃
巴
一
［
一
ゆ
㊤
①
］
（
第
二
章
注
⑧
）

　
と
、
前
五
世
紀
に
遡
る
と
す
る
閃
．
≦
．
薯
巴
σ
曽
区
B
O
O
O
］
国
亀
Φ
ロ
Φ
ω
翼
創

　
＞
o
ず
四
霧
ロ
ω
”
．
O
冨
Φ
評
属
価
臨
。
路
鑑
畠
．
話
く
鉱
審
島
冒
℃
．
コ
①
器
8
争
一
Φ
口
ω
Φ
嵩
（
o
α
．
）

　
き
ミ
、
N
ミ
の
ミ
ミ
題
ミ
暮
鴨
》
鳩
§
鴨
ミ
O
註
黙
℃
ミ
費
ω
ε
詳
窃
q
霞
戸
ロ
U
渦
？
ω
ω
の
問

　
で
議
論
が
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
ホ
マ
リ
オ
ン
の
神
域
を
中
心
と
し
て
ア
カ

　
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
意
見
が
一
致
す
る
。
な
お
、

　
ζ
o
茜
磐
即
国
匙
口
O
霧
］
（
第
二
多
義
⑧
）
℃
．
一
〇
①
は
、
ア
イ
団
円
ン
の
ホ
マ
リ
ォ

　
ン
の
神
域
で
は
な
く
、
ヘ
リ
ケ
の
ポ
セ
イ
ド
ン
神
殿
が
、
前
三
七
　
二
年
に
破
壊
さ

　
れ
る
ま
で
集
会
の
場
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

⑳
℃
9
旨
』
．
β
嵩
山
9

⑳
　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
蒔
代
よ
り
前
の
エ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
｝
菊
畠
口
ゆ
竃
］
日
冨

　
℃
①
嵩
。
涛
9
0
h
国
寓
ω
ヨ
一
竃
．
国
．
関
国
ロ
ω
Φ
謬
（
0
9
）
冨
鴨
℃
ミ
蹄
織
恥
§
、
＄
貯
起
G
蒔
ミ
越

　
§
出
題
自
℃
o
ミ
蹄
ミ
O
o
ミ
こ
ミ
ミ
電
．
O
o
b
Φ
口
冨
ぴ
q
の
算
℃
悔
N
Q
。
卜
。
1
ω
N
O
お
よ
び
8
．
頃
．

　
≧
皿
ω
霧
富
O
O
出
田
び
写
…
頃
き
ω
①
口
俸
蜜
巴
ω
Φ
瓢
（
①
α
。
。
．
）
冒
O
O
出
（
門
は
じ
め
に
」

　
注
①
）
薯
隠
。
。
O
ふ
O
心
、
特
に
図
表
。
。
早
お
H
を
参
照
。

⑫
　
臼
ざ
ρ
9
G
。
命
H
な
お
、
レ
プ
レ
オ
ン
は
後
に
ト
ゥ
リ
フ
ユ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る

　
地
域
に
含
ま
れ
る
。
β
即
2
藍
ω
Φ
P
［
悼
O
O
凸
↓
議
b
げ
胃
冨
ヨ
　
置
雪
ω
窪
即

　
蜜
。
一
切
雪
（
Φ
α
ω
．
）
冨
O
O
＆
（
門
は
じ
め
に
」
注
①
）
暑
．
罐
O
出
轟
ρ
特
に
o
o
．
総
。
。
h
も

　
参
照
。

⑬
℃
O
貯
げ
県
㊤
」
O
（
フ
ェ
イ
ア
）
。
℃
O
ぼ
す
9
9
Q
．
H
（
キ
ュ
レ
ネ
）
・

⑳
同
盟
市
戦
争
に
お
け
る
同
盟
関
係
は
、
勺
。
ぞ
げ
県
9
野
9
δ
お
よ
び
℃
o
蔓
σ
．

　
命
α
O
歯
S
9
島
山
O
b
。
な
ど
を
参
照
。
ロ
ー
マ
・
シ
リ
ア
戦
争
に
つ
い
て
は
、

　
勺
O
ぼ
び
．
込
こ
O
．
帥
H
凸
を
参
照
。

⑳
霊
彊
ω
・
g
。
．
ω
・
？
躰
．
斡

⑳
勺
。
ぞ
び
誤
鐸
峯

⑳
ω
蕾
9
。
。
卜
円
ρ
℃
窪
。
。
．
鼻
．
附
田
幽
曲
避

⑱
↓
ゴ
p
ピ
δ
｝
山
O
ω
‘

⑳
評
ロ
ρ
蒔
卜
。
8
甲
8
U
圃
。
島
」
9
ま
■
ピ
0
ハ
常
器
独
口
O
①
錫
（
第
二
章
注
②
）
o
．

　
鳶
㊤
…
悶
旨
ω
蔓
寓
四
鵠
。
藍
口
O
㊤
c
Q
］
国
国
曜
き
下
縄
ミ
O
ミ
ミ
鳩
慰
、
N
鷺
遷
Q
殺
b
ご
蹴
ミ
議

　
9
0
ミ
N
舜
b
σ
o
O
隷
N
獅
O
き
「
島
．
U
誤
ω
雨
隠

⑳
　
先
住
民
は
追
放
さ
れ
ず
（
℃
窪
ω
』
■
ω
．
①
）
、
ド
ー
リ
ス
人
の
侵
入
以
前
に
信
仰

　
さ
れ
て
い
た
イ
ト
メ
の
ゼ
ウ
ス
を
再
び
祀
っ
た
と
さ
れ
る
（
℃
臼
。
儒
o
o
．
蒔
・
ω
．
O
）
。

⑳
累
冒
鑓
ひ
q
算
冨
0
8
嗣
じ
d
①
8
ヨ
営
α
q
窯
Φ
。
・
ω
巴
貰
霧
蕊
卜
。
．
琶
■
＆
よ
㊤
仙
9

　
［
卜
⊃
O
O
o
◎
］
　
ミ
ミ
缶
謹
皆
ミ
さ
恥
⑭
§
凡
ミ
、
⇔
．
O
ミ
肉
論
ミ
9
㌧
ミ
窮
駄
肉
暮
ミ
9
耐
§
ミ

　
さ
ミ
。
娃
、
O
節
ヨ
げ
ユ
α
ぴ
q
Φ

⑳
　
ρ
ω
三
覧
塁
冨
0
8
］
↓
富
国
×
8
葺
。
囲
ω
冨
属
磐
↓
Φ
冥
評
O
H
属
ぎ
昏
①
い
讐
。

　
Ω
器
ω
ざ
艶
餌
5
α
国
㊦
＝
鼠
。
。
鉱
。
勺
巽
δ
P
し
口
綾
㊤
伊
O
P
ω
Φ
下
G
Q
⑩
ρ
Φ
ω
℃
①
9
巴
帯
ロ
P

　
ω
c
◎
課

⑳
　
℃
○
ぼ
ぴ
」
．
詔
1
ω
ρ

⑭
　
℃
o
ぐ
σ
．
鼻
G
。
卜
。
．
F
第
一
次
・
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
は
、
前
三
世
紀
か
前
二

　
世
紀
と
さ
れ
る
プ
リ
エ
ネ
の
ミ
ュ
ロ
ン
の
散
文
や
、
前
二
世
紀
頃
の
べ
ネ
の
リ
ア

　
ノ
ス
の
叙
菓
詩
の
中
で
脚
色
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
記

　
述
か
ら
は
推
測
さ
れ
る
（
O
捗
閃
話
N
2
ロ
霧
繍
（
第
二
章
注
②
＞
o
呈
一
一
胤
）
。
こ
う

　
し
た
著
作
が
、
反
ス
パ
ル
タ
感
情
を
伴
っ
た
メ
ッ
セ
ニ
ア
の
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ

　
ィ
テ
ィ
の
維
持
に
寄
与
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
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⑮
§
§
お
」
．
一
？
気

⑳
　
己
同
H
H
餅
穿
命
①
．

⑳
　
出
＄
9
勢
貰
き
ミ
N
．
薯
“
G
。
一
ー
ド

⑳
　
O
．
三
無
塁
［
卜
。
O
O
。
。
］
ζ
①
ω
。
。
Φ
巳
四
ぎ
”
出
き
ω
窪
俸
自
色
。
り
Φ
雛
（
Φ
α
ω
．
）
冨
8
出

　
（
「
は
じ
め
に
」
注
①
）
8
．
総
？
㎝
㎝
ρ
α
9
一
閤
．
ζ
①
団
霞
ロ
Φ
刈
。
。
］
§
馨
ミ
§
ミ
軸
蹴

　
ミ
鴨
⑦
ミ
ミ
さ
跨
§
鴨
（
o
魯
ユ
曇
坤
。
ヨ
笹
鳴
ω
二
等
卜
×
＜
」
ω
①
山
。
。
O
）
噂
竃
彗
ざ
7
も
．

　
b
o
Q
。
命

⑳
　
℃
o
貯
ぴ
』
四
H
S
N
9

⑳
　
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
国
家
」
に
つ
い
て
は
、
古
山
正
人
冨
O
δ
］
「
ラ
ケ
ダ
イ

　
モ
ン
人
の
国
家
構
造
扁
魍
圏
學
院
大
學
大
學
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
㎏
四
二
、
一

　
八
三
～
一
九
六
頁
を
参
照
。
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
の
地
位
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
に
つ

　
い
て
は
、
古
山
正
人
冒
0
8
］
「
ペ
リ
オ
イ
コ
イ
研
究
の
現
状
」
噸
國
學
院
大
學
紀

　
要
睡
四
四
、
一
六
三
～
一
八
九
頁
に
詳
し
い
。

⑳
一
般
に
用
い
ら
れ
る
「
ラ
コ
ニ
ア
」
は
、
古
代
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た

　
（
9
ω
甑
燈
再
［
N
O
8
］
（
第
二
章
注
⑳
）
P
ω
①
Q
。
戸
刈
）
。

⑫
　
そ
の
地
域
は
、
ナ
ビ
ス
戦
争
で
の
敗
北
後
に
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
保
護
下
に
お
か

　
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
連
邦
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
（
○
ハ
旨
し
u
器
8
Φ

　
ロ
㊤
Q
。
一
］
批
G
§
§
§
ミ
礎
o
M
い
・
匿
婁
し
口
8
評
§
落
雪
員
O
首
三
も
．

　
｝
忠
）
。
亡
命
者
の
存
在
は
、
こ
の
内
蹴
に
端
を
発
す
る
ス
パ
ル
タ
の
離
脱
問
題
が

　
前
一
八
八
年
置
解
決
し
た
際
に
言
及
さ
れ
る
（
い
そ
零
G
。
⑳
○
。
ρ
O
l
ω
蒔
9
0
怖

　
℃
。
貯
『
卜
。
一
．
認
ρ
。
。
）
。
甲
旨
讐
。
コ
ロ
O
＄
］
（
第
一
章
注
⑤
）
o
o
．
旨
藤
も
参
照
。

⑬
誌
く
H
巳
N
O
点
臆
鴇
O
H
ピ
㊤
ω
。
。
■

⑭
ω
慧
旦
亀
富
8
0
］
（
第
二
章
注
⑳
）
b
⇔
①
。
。
野
㊤
．

⑮
㌧
Q
＜
H
δ
竃
山
O
峯
古
山
老
入
［
N
O
O
①
］
「
ラ
コ
ニ
ア
南
部
地
域
ベ
リ
オ
イ

　
コ
イ
共
同
体
の
動
向
」
隅
國
學
院
大
學
大
愚
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
』
三
八
、
～

　
七
一
～
一
九
四
頁
、
特
に
一
九
〇
頁
も
参
照
。

⑯
ω
q
9
ρ
。
。
．
切
．
黛
℃
磐
ω
¢
N
ド
S
9
0
。
『
恒
2
［
卜
。
0
8
］
（
第
二
口
角
⑫
）
ワ
ω
0
。
。
．

⑰
ω
欝
び
ρ
。
。
．
O
・
合
評
⊆
ω
■
卜
。
」
■
一
昌

⑱
　
代
表
的
な
ポ
リ
ス
の
ア
ル
ゴ
ス
は
、
ド
ー
リ
ス
入
の
侵
入
の
後
、
最
初
に
支
配

　
さ
れ
た
都
布
と
し
て
知
ら
れ
（
勺
帥
¢
ω
．
N
．
一
〇
Q
．
刈
1
一
ゆ
・
b
こ
）
、
コ
リ
ン
ト
ス
や
シ
キ
ュ

　
オ
ン
も
そ
の
ア
ル
ゴ
ス
の
王
家
出
身
者
を
始
祖
と
し
て
い
る
（
コ
リ
ン
ト
ス
　

　
℃
鋤
¢
ω
．
N
．
蒔
ω
h
、
シ
キ
ュ
オ
ン
　
勺
鋤
嬬
ω
．
P
①
．
①
h
）
。

⑲
鵠
酔
9
＄
ふ
。
。

⑳
　
賭
碧
ω
窪
卸
売
Φ
一
ω
窪
欝
8
出
（
は
じ
め
に
注
①
）
署
ま
甲
ミ
ニ
地
峡
地
域
）
噂

　
b
b
U
Φ
り
よ
6
（
ア
ル
ゴ
リ
ス
Y

⑪
　
加
盟
に
つ
い
て
は
勺
。
ξ
ぴ
．
P
心
⑳
介
瞠
9
ミ
陛
毎
ミ
昏
同
Q
。
1
卜
。
心
、
離
反
に
つ

　
い
て
は
℃
o
ξ
ぴ
』
．
0
卜
。
■
b
σ
…
謹
¢
け
ミ
陛
》
ミ
昏
ω
9
も
◎
抽
ミ
跳
G
貯
。
ミ
」
S
ω
ふ
を
参

　
照
。

⑫
　
℃
o
ぼ
σ
．
鋒
心
9
｝
山
黛
＝
く
鴉
ω
ω
．
ω
蝉
一
山
ρ

⑳
　
℃
o
て
び
b
■
渣
9
ゆ

⑳
　
℃
O
ξ
げ
．
N
．
給
．
卜
⊃
一
℃
ご
け
ミ
昏
》
ミ
昏
ω
ρ
タ
ミ
銚
O
隷
§
帖
高
S
鼻
1
㎝
・
プ
ル
タ
ル

　
コ
ス
に
よ
れ
ば
、
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
の
奇
襲
を
受
け
た
ア
ル
ゴ
ス
市
民
が
、
無
抵
抗

　
で
ス
パ
ル
タ
軍
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
。

⑯
　
難
く
鴇
Q
。
卜
⊃
』
卜
。
．
◎
。
会
歌
そ
の
理
由
と
し
て
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ス
五

　
世
と
の
個
人
的
な
つ
な
が
り
の
他
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
家
と
ア
ル
ゴ
ス
人
と
の
血
縁

　
関
係
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
エ
ト
ノ
ス
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
（
O
h

　
国
山
け
α
・
認
…
8
ぴ
g
．
N
Φ
P
G
。
）
。

⑭
　
団
く
響
ω
P
ω
鈴
H
ム
ρ
日
一
．

⑰
　

ナ
ビ
ス
戦
争
開
戦
に
つ
い
て
は
じ
く
響
ω
↑
卜
⊃
短
禽
を
、
ア
ル
ゴ
ス
の
再
加
盟

　
に
つ
い
て
は
＝
＜
零
ω
心
．
邑
．
鍵
を
参
照
。
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第
三
章
　
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
「
工
ト
ノ
ス
」
統
合
政
策

第
｝
節
　
「
工
ト
ノ
ス
」
に
基
づ
く
分
析

「エトノス」に基づくアカイア連邦の公職制度と統合政策（岸本）

　
前
章
で
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
け
る
公
職
者
全
体
の
割
り
当
て
の
単
位
と
し
て
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
提
示
し
、
実
際
に
七
つ
の
「
エ
ト
ノ

ス
」
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
基
づ
い
て
公
職
者
の
出
身
を
分
析
し
、
そ
の
有
効
性
を
検
証
し
て
い
く
。
表
二
お
よ

び
三
に
示
し
た
全
公
職
者
の
出
身
ポ
リ
ス
が
ど
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
古
典
期
の
ポ
リ
ス
を
地
域
ご
と
に
ま
と

め
た
C
P
C
の
ポ
リ
ス
目
録
の
区
分
と
概
ね
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
ト
ゥ
リ
フ
ユ
リ
ア
地
方
の
ヒ
ュ
バ
ネ
に
つ
い
て
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
析
に
あ
た
っ
て
、
連
邦
の
拡
大
に
と
も
な
う
役
職
の
構
成
の
変
化
を
考
慮

tw　R7flr，S　c，．，k

ノ賑ア鑛灘・　訳
　　　工リス　　　　　ァルコリス　　，▽
　　　　　　アルカディア　　●アルゴス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　as
　　　　　　　　　・メガレー・ポリス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ef
　　　　　　メツセネ　　　　　　　　qρ

　　　　。メッセニア　ろパルタ

　　　　　。　　　　　ラコニケ

　　　　　va

L至」Ok・　　　　ら

アカイア連邦における「エトノス」（太字）と

主要ポリス（筆者作成）

し
、
各
ポ
リ
ス
の
加
盟
時
期
に
よ
っ
て
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
歴
史
を
三
区
分
す
る
。

前
司
八
一
／
○
年
の
連
邦
の
再
建
か
ら
前
二
一
七
年
の
同
盟
市
戦
争
の
終
結
、

す
な
わ
ち
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
や
地
峡
地
域
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
諸
ポ
リ
ス
が
加
盟
し
、

ア
カ
イ
ア
連
邦
の
拡
大
が
一
段
落
す
る
ま
で
を
第
一
期
と
す
る
。
続
い
て
、
前

一
九
二
年
の
ス
パ
ル
タ
加
盟
以
前
を
第
二
期
、
以
後
を
第
三
期
に
分
け
る
。
第

三
期
に
は
、
ス
パ
ル
タ
を
は
じ
め
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
や
エ
リ
ス
の
諸
ポ
リ
ス
が
加

盟
し
た
。

　
以
上
の
区
分
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
役
職
一
般
に
つ
い
て
検
証
す
る
（
表
四
）
。

第
一
期
（
の
べ
三
～
人
）
に
は
、
ア
カ
イ
ア
の
エ
ト
ノ
ス
に
属
す
る
諸
ポ
リ
ス
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表四：役職一般の出身「エトノス」の推移

第～期 第工期 第三期 合計

アカイア 9 29％ 9 38％ 13 2696 31 30％

アルカディア 6 19％ 5 21％ 19 3896 30 29％

アルゴリス 1 3％ 0 096 1 2％ 2 2％

地峡地域 8 2696 1 4％ 5 1096 14 13％

ラケダイモン 1 2％ 1 1％

エリス 1 2％ 1 196

メツセニア 0 0％ 0 0％

不明 7 23％ 9 38％ 10 20％ 26 25％

合計 31 10Q％ 24 100％ 50 100％ 105 10096

か
ら
九
人
（
二
九
％
）
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
か
ら
六
人
（
一
九
％
）
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
か
ら
は
一
人
（
三
％
）
、

地
峡
地
域
か
ら
は
八
人
三
六
％
）
の
公
職
者
が
出
て
い
る
。
出
身
ポ
リ
ス
不
明
者
は
七
人
（
二
三

％
）
で
あ
っ
た
。
続
く
第
二
期
（
の
べ
二
四
人
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
人
（
三
八
％
）
、
五
人
（
二
一
％
）
、

○
人
（
○
％
）
、
一
人
（
四
％
）
と
な
り
、
出
身
ポ
リ
ス
不
明
者
は
九
人
（
三
八
％
）
で
あ
る
。
最
後

に
、
第
三
期
（
の
べ
五
〇
人
）
は
ア
カ
イ
ア
が
＝
瓢
人
（
二
六
％
）
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
が
一
九
人
（
三
八

％
）
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
が
一
人
（
二
％
）
、
地
峡
地
域
は
五
人
（
｛
○
％
）
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
と
エ
リ
ス
が

各
一
人
（
各
二
％
）
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
は
○
人
（
○
％
）
、
出
身
ポ
リ
ス
不
明
者
は
一
〇
人
（
二
〇
％
）
と

な
る
。

　
全
時
期
を
通
じ
て
、
ア
カ
イ
ア
と
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
が
目
立
ち
、
地
峡
地
域
が
次
に
多
く
の
公
職
者

を
出
す
。
一
方
で
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
と
第
三
期
に
加
盟
し
た
メ
ッ
セ
ニ
ア
や
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
、
エ
リ
ス

か
ら
は
極
端
に
少
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ア
カ
イ
ア
以
外
の
各
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
は
、
公

職
者
の
出
身
ポ
リ
ス
が
一
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
章
で
示
し
た
特
定
の

ポ
リ
ス
へ
の
集
中
と
い
う
現
象
が
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
単
位
で
起
き
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
特
に
、
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
の
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
、
地
峡
地
域
の
シ
キ
ュ
オ
ン
は
こ
の
傾
向
が
強
い
。
た
だ
し
、
そ

も
そ
も
役
職
一
般
の
事
例
が
見
ら
れ
な
い
メ
ッ
セ
ニ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
事
例
数
が
少
な
い
ア
ル
ゴ
リ

ス
や
エ
リ
ス
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
に
お
い
て
も
、
ア
ル
ゴ
ス
や
ス
パ
ル
タ
、
エ
リ
ス
が
役
職
一
般
を
独

占
し
て
い
た
と
即
断
は
で
き
な
い
。

　
続
い
て
、
独
占
の
度
合
が
比
較
的
低
い
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
（
表
五
）
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

一
期
ま
た
は
第
二
期
に
属
す
る
と
さ
れ
る
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
碑
文
（
二
四
人
）
で
は
、
ア
カ
イ
ア
の
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「エトノス」に基づくアカイア連邦の公職捌度と統合政策（岸本）

二五1ノモグラフォイの出身ジエトノス」

アイギオン碑文エピダウロス碑文

人数

アカイア 1？

アルカディア 12？

アルゴリス ？

地峡地域 ？

ラケダイモン 3？

エリス ？

メッセニァ 5？

合計 21

人数

アカイア 10 42％

アルカディア 5 2196

アルゴリス 7 2996

地峡地域 2 8％

ラケダイモン

エリス

メッセニァ

合計 24 loo％

「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
す
る
諸
ポ
リ
ス
か
ら
の
出
身
者
が
一
〇
人
（
四
二
％
）
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
か
ら

五
入
（
二
一
％
）
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
か
ら
七
人
（
二
九
％
）
、
地
嫉
地
域
か
ら
二
人
（
八
％
）
で
あ
る
。

各
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
お
い
て
複
数
の
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
カ
イ

ア
の
ア
イ
ギ
オ
ン
と
デ
ュ
メ
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
ア
ル
ゴ
ス
、

地
峡
地
域
の
シ
キ
ュ
オ
ン
で
あ
る
。
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
以
外
で
、
複
数
の
ノ
モ
グ
ラ
フ

ォ
イ
を
出
す
ポ
リ
ス
は
、
各
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
中
で
一
つ
に
限
ら
れ
、
そ
の
三
ポ
リ
ス
は
、
各

「
エ
ト
ノ
ス
」
の
中
で
役
職
一
般
の
割
り
当
て
を
独
占
し
て
い
た
ポ
リ
ス
と
共
通
す
る
。

　
ま
た
第
三
期
に
属
す
る
ア
イ
ギ
オ
ン
碑
文
は
、
前
半
部
の
欠
落
に
よ
り
正
確
な
数
は
不
明
だ
が
、

ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の
数
は
連
邦
の
拡
大
に
よ
っ
て
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
判
明
し
て
い
る
二
一

人
の
う
ち
、
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
一
人
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
＝
一
人
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン

に
三
人
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
に
五
人
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
各
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
複
数
の
ノ
モ
グ

ラ
フ
ォ
イ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
と
ス
パ
ル
タ
は
、
役
職
一
般
の
翻
り
当
て

を
独
占
し
て
い
た
ポ
リ
ス
で
も
あ
る
。
ま
た
、
役
職
一
般
の
事
例
が
知
ら
れ
な
か
っ
た
メ
ッ
セ
ニ

ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
は
、
メ
ッ
セ
ネ
が
複
数
の
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
、
メ
ッ
セ
ネ
が
役
職
一
般
を
独
占
的
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
ノ
モ

グ
ラ
フ
ォ
イ
の
分
析
も
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
い
う
単
位
に
基
づ
き
役
職
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
。

　
ポ
リ
ス
に
基
づ
く
先
行
研
究
の
分
析
は
、
役
職
の
割
り
当
て
に
お
け
る
偏
り
を
説
明
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
基
づ
く
分
析
か
ら
、
そ
の
偏
り
は
各
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
中
に
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優
先
的
に
役
職
を
割
り
当
て
ら
れ
る
ポ
リ
ス
が
一
つ
ず
つ
存
在
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ポ
リ
ス
が

ア
カ
イ
ア
を
除
く
全
て
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
連
邦
が
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
バ
ラ
ン
ス
に
一
定
の
配
慮
を
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
と
い
え
よ
う
。

98　（348）

第
二
節
　
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
け
る
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
役
割
と
統
合
の
必
要
性

　
前
節
の
分
析
結
果
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
ポ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
か
ら
も
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
重
層
性
を
明
ら
か
に
す

る
。
同
じ
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
す
る
諸
ポ
リ
ス
が
行
動
を
共
に
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
前
章
で
示
し
た
が
、
そ
の
た
め
「
エ
ト
ノ
ス
」
を

通
じ
た
加
盟
ポ
リ
ス
の
統
合
が
連
邦
に
は
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
中
で
、
特
定
の
ポ
リ
ス
へ
優
先
的
に
役
職
が
割
り
当
て

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
ポ
リ
ス
を
代
表
と
し
て
、
各
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
連
邦
の
政
策
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
特
定

の
ポ
リ
ス
は
連
邦
の
政
務
に
携
わ
る
こ
と
で
、
連
邦
と
各
「
エ
ト
ノ
ス
」
と
の
橋
渡
し
役
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
が
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
ご
と
に
事
情
は
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
公
職
者
の
独
占
が
見
ら
れ
な

い
の
は
、
連
邦
再
建
以
前
に
既
に
強
固
な
紐
帯
を
形
成
し
て
お
り
、
か
つ
連
邦
の
核
と
し
て
他
の
「
エ
ト
ノ
ス
漏
を
併
合
す
る
主
体
で
あ
る
た

め
、
そ
の
よ
う
な
橋
渡
し
役
を
設
け
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
峡
地
域
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
中
で
、
地
政
学
的
に
も
重

要
な
コ
リ
ン
ト
ス
で
は
な
く
、
シ
キ
ュ
オ
ン
が
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
コ
リ
ン
ト
ス
が
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
戦
争
で
連
邦
か
ら
離
反
し
た

こ
と
、
前
三
世
紀
に
は
一
時
期
を
除
い
て
事
実
上
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
逆
に
シ
キ
ュ
オ
ン
は
ア
ラ
ト
ス
の
指
導
の
下
、
ア

カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
す
る
ポ
リ
ス
以
外
で
初
め
て
連
邦
に
加
盟
し
た
こ
と
な
ど
の
個
別
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
い
た
と
は
い
え
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
ご
と
の
割
り
当
て
に
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
連
邦
の
政
策
を
反
映
す
る
だ
ろ
う
。
役
職
一
般
、
中
で
も
高
位
の
役
職
で
あ
る
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
に
お
い
て
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

お
よ
び
地
峡
地
域
と
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
、
エ
リ
ス
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
と
の
差
が
著
し
い
が
、
そ
れ
は
前
者
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
が
ア
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カ
イ
ア
連
邦
に
協
力
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
反
抗
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
ル
ゴ
ス
の
ア
リ
ス
ト
マ
コ
ス
、
ス
パ
ル

タ
の
メ
ナ
ル
キ
ダ
ス
が
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
に
就
任
し
た
事
例
は
、
反
抗
的
な
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
代
表
者
を
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
し
て
優
遇
す
る
こ
と

で
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
へ
の
繋
ぎ
止
め
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
と
い
う
重
要
な
役
職
を
常
に
そ
の
よ
う
な
意

図
で
決
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
他
の
役
職
、
特
に
構
成
人
数
の
多
い
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
な
ど
の
役
職
が
、
役
職
一
般
に
比
較

し
て
多
く
そ
の
よ
う
な
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
捌
り
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
ノ
モ
グ
ラ
フ
ォ
イ
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
分
布
は
示
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
ア
リ
ス
ト
マ
コ
ス
に
よ
る
ア
ル
ゴ
ス
の
離
反
や
、
メ
ナ
ル
キ
ダ
ス
と
同
時
期
の
ス
パ
ル
タ
の
反
ア
カ
イ
ア
的
姿
勢
、
加
盟
後
の
メ
ッ
セ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
反
乱
な
ど
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
連
邦
の
政
策
は
必
ず
し
も
思
惑
通
り
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
状
況
は
、
公
職
制
度
以
外
に
お
い
て
も
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
配
慮
し
た
統
合
政
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

リ
ュ
ビ
オ
ス
の
主
張
す
る
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
統
一
性
は
明
ら
か
に
誇
張
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
実
際
に
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
前
二
八
一
／

○
年
に
再
建
さ
れ
て
か
ら
百
四
〇
年
間
近
く
、
一
つ
の
共
同
体
と
し
て
拡
大
し
な
が
ら
存
続
し
て
い
た
。
で
は
、
公
職
制
度
以
外
に
、
ど
の
よ

う
な
統
合
政
策
を
用
い
て
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
複
数
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
一
体
性
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
エ
ト
ノ
ス
研
究
が
進
展
し
た
現
在
で
も
、
エ
ト
ノ
ス
の
統
合
の
問
題
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
エ
ト
ノ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

形
成
過
程
や
利
用
の
さ
れ
方
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
、
エ
ト
ノ
ス
が
自
己
理
解
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
以
上
、
そ

の
形
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
門
部
族
国
家
（
エ
ト
ノ
ス
）
か
ら
連
邦
国
家
（
コ
イ
ノ
ン
／
シ
ュ
ン
ポ
リ
テ
イ
ア
）
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
い
う
単
線
的
な
発
展
モ
デ
ル
が
克
服
さ
れ
た
今
、
改
め
て
エ
ト
ノ
ス
と
連
邦
の
関
係
を
規
定
し
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
如
上
の

研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
け
る
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
統
合
政
策
を
、
碑
文
上
の
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
と
い
う
文
雷
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

用
例
と
連
邦
の
議
会
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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第
三
節
　
碑
文
に
み
ら
れ
る
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」

　
連
邦
を
表
す
こ
と
も
あ
る
コ
イ
ノ
ン
と
い
う
語
は
、
「
共
通
の
」
を
意
味
す
る
コ
イ
ノ
ス
の
中
性
名
詞
化
し
た
言
葉
で
あ
り
、
古
代
ギ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ア
に
お
い
て
民
会
や
ポ
リ
ス
な
ど
様
々
な
紐
帯
に
用
い
ら
れ
て
い
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
従
来
の
研
究
は
、
コ
イ
ノ
ン
と
い
う
語
の
意
味
を
重
視

⑨し
、
そ
の
結
果
、
コ
イ
ノ
ン
と
は
「
共
通
の
も
の
」
、
す
な
わ
ち
市
民
に
「
共
通
な
」
国
家
、
「
共
通
な
」
政
府
を
表
す
た
め
、
連
邦
に
適
用
さ

れ
た
の
だ
と
論
じ
る
。
そ
れ
故
、
コ
イ
ノ
ン
と
表
さ
れ
る
共
同
体
が
、
必
ず
し
も
連
邦
国
家
で
は
な
い
と
い
う
ピ
鍵
ω
露
の
指
摘
は
正
当
で
あ

⑩る
。
し
か
し
、
汎
用
的
な
コ
イ
ノ
ン
と
い
う
語
が
、
連
邦
と
い
う
特
定
の
共
同
体
に
適
用
さ
れ
た
個
別
の
歴
史
的
背
景
こ
そ
が
、
連
邦
を
捉
え

る
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
文
脈
に
あ
る
共
同
体
を
「
共
通
の
も
の
」
と
表
そ
う
と
し
た
意
図
が
、
そ
こ

に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
、
本
節
で
は
個
別
の
背
景
の
検
証
と
し
て
、
碑
文
に
み
ら
れ
る
「
コ
イ
ノ
ン
」
の
用

例
、
特
に
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
着
目
す
る
。
碑
文
に
お
け
る
コ
イ
ノ
ン
の
用
法
を
追
う
こ
と
で
、
そ
の
碑
文
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
た
主
体
が
コ
イ
ノ
ン
に
込
め
た
意
図
を
読
み
取
れ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
「
ア
カ
イ
ア
入
の
コ
イ
ノ
ン
」
の
確
実
な
初
出
は
前
二
二
〇
年
代
で
あ
り
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
と
フ
ォ
キ
ス
の
「
人
質
」
に
対
し
て
プ
ロ
ク
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ニ
ア
を
与
え
る
こ
と
が
、
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
に
よ
っ
て
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
前
二
世
紀
に
な
っ
て
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
が
デ
ュ
メ
の
ア
リ
ス
タ
イ
ノ
ス
を
顕
彰
し
た
碑
文
は
、
二
一
九
六
／
五
年
に
デ
ル
フ
ォ
イ
に
建
立
さ
れ

⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
レ
ト
ス
人
に
よ
っ
て
デ
ル
フ
ォ
イ
に
建
立
さ
れ
た
碑
文
に
も
コ
イ
ノ
ン
が
見
ら
れ
る
。

た
。
前
一
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
前
一
八
○
年
代
半
ば
、

こ
の
碑
文
に
は
、
小
ア
ジ
ア
の
ミ
レ
ト
ス
と
マ
グ
ネ
シ
ア
と
の
和
解
に
際
し
て
送
ら
れ
た
使
節
の
出
身
ポ
リ
ス
と
名
前
が
列
挙
さ
れ
、
そ
の
中

に
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
以
外
の
建
立
主
体
も
コ
イ
ノ
ン
を
用
い
て
い
た
事
例
で
あ
る
。

デ
ル
フ
ォ
イ
に
は
、
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
が
ブ
イ
ロ
ポ
イ
メ
ン
の
騎
馬
像
を
奉
納
し
た
こ
と
を
示
す
、
前
一
八
三
年
頃
の
碑
文
も
あ

⑯る
。
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
へ
の
徳
と
好
意
を
称
え
た
ア
リ
ス
ト
ダ
モ
ス
の
顕
彰
碑
文
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
加
盟
す
る
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
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⑰

ス
に
よ
っ
て
前
一
八
二
年
に
建
立
さ
れ
た
。
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
出
土
の
前
一
六
九
年
頃
の
碑
文
は
、
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ロ
ー
マ
の
コ
ン
ス
ル
が
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
前
二
世
紀
半
ば
と
さ
れ
る
ア
イ
ゲ
イ
ラ
出
土
碑
文
で
は
、
あ
る
ポ
リ
ス
（
お
そ
ら
く
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

カ
イ
ア
の
ア
イ
ゲ
イ
ラ
）
が
ポ
リ
ュ
ク
ラ
テ
ス
を
「
自
身
の
ポ
リ
ス
と
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
へ
の
徳
と
好
意
ゆ
え
に
顕
彰
し
て
い
る
。

　
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
と
い
う
語
を
含
む
碑
文
が
見
ら
れ
始
め
た
前
三
世
紀
宋
は
、
連
邦
が
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
越
え
て

拡
大
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
連
邦
の
～
時
的
な
分
裂
も
経
験
し
た
。
特
に
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
戦
争
で
は
、
戦
況
の
悪
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
り
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
や
ア
ル
ゴ
リ
ス
、
地
峡
地
域
の
加
盟
ポ
リ
ス
が
多
く
占
領
さ
れ
、
あ
る
い
は
離
反
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

の
マ
ン
テ
ィ
ネ
イ
ア
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
ア
ル
ゴ
ス
、
地
峡
地
域
の
コ
リ
ン
ト
ス
と
い
っ
た
有
力
ポ
リ
ス
が
自
発
的
に
離
反
し
た
こ
と
は
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

痛
手
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
碑
文
に
お
け
る
「
コ
イ
ノ
ン
」
は
、
異
な
る
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
「
ア
カ
イ
ア
」
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
下
で
「
共
通
の
も
の
」
に
す
る
意
図
を
明
確
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
越
え
た
拡
大
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

前
四
世
紀
の
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
関
わ
る
碑
文
の
中
に
は
「
コ
イ
ノ
ン
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
も
、
そ
の
解
釈
を
補
強
す
る
。
ま
た
、
碑
文

の
多
く
が
デ
ル
フ
ォ
イ
や
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
な
ど
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
外
部
の
人
目
に
さ
ら
さ
れ
う
る
場
所
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ア
カ

イ
ア
連
邦
が
そ
の
統
合
の
意
図
を
対
外
的
に
主
張
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ミ
レ
ト
ス
人
の
建
立
し
た
碑
文
に
こ
の
表
現
が
見
ら
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
そ
う
し
た
認
識
が
広
ま
っ
た
影
響
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
推
測
で
は
あ
る
が
、
ロ
ー
マ
支
配
下
で
ギ
リ
シ
ア
本
土
が
属

州
「
ア
カ
イ
ア
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
連
邦
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
延
長
線
上
で
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
四
節
　
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
議
会

　
碑
文
に
み
ら
れ
た
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
は
、
「
ア
カ
イ
ア
人
」
の
名
の
下
で
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
一
つ
の
共
同
体
で
あ
る
こ
と
を
外

部
に
喧
伝
す
る
統
合
政
策
を
表
し
て
い
た
と
、
前
節
で
は
考
察
し
た
。
一
方
で
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
加
盟
す
る
ポ
リ
ス
が
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ

イ
ノ
ン
」
を
用
い
る
例
も
見
ら
れ
た
。
前
一
八
二
年
の
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
に
よ
る
顕
彰
碑
文
と
、
前
二
世
紀
半
ば
の
ポ
リ
ュ
ク
ラ
テ
ス
の
顕
彰
碑
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文
で
あ
る
。
後
者
を
決
議
し
た
主
体
と
想
定
さ
れ
る
ア
イ
ゲ
イ
ラ
は
、
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
す
る
た
め
、
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ

ノ
ン
」
を
用
い
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
す
る
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
で
こ
の
よ
う
な

認
識
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
前
二
世
紀
以
降
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
が
異
な
る
ポ
リ
ス
に
も
「
ア
カ
イ
ア
人
偏
の
下
で
の
統
合
が
受
容

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
受
容
が
必
ず
し
も
「
エ
ト
ノ
ス
」
全
体
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
岡
じ
く
ア
ル

ゴ
リ
ス
に
属
す
る
ア
ル
ゴ
ス
が
前
二
世
紀
に
入
っ
て
も
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
反
抗
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
「
ア
カ
イ
ア
人
」
と
い

う
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
強
調
し
た
統
合
政
策
は
、
連
邦
の
抱
え
る
他
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
対
し
て
必
ず
し
も
有
効
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
節
で
は
、
碑
文
に
お
け
る
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
以
外
の
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
内
部
に
対
す
る
別
の
統
合
政
策
を
考
察
す
る
。

　
そ
の
手
が
か
り
は
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
議
会
に
あ
る
。
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
は
定
例
の
シ
ュ
ノ
ド
ス
と
臨
時
の
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
と
い
う
二
種
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
議
会
が
招
集
さ
れ
て
お
り
、
議
論
は
あ
る
も
の
の
、
長
谷
川
の
研
究
に
従
え
ば
、
ど
ち
ら
に
も
評
議
会
と
総
会
が
招
集
可
能
で
あ
っ
た
。
評

議
会
は
代
表
者
の
み
が
参
加
可
能
な
議
会
で
、
総
会
は
連
邦
に
属
す
る
成
人
男
性
市
民
の
全
て
が
出
席
可
能
な
議
会
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
連
邦
の
議
会
、
特
に
総
会
は
、
理
論
的
に
は
す
べ
て
の
ポ
リ
ス
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
か
ら
分
け
隔
て
な
い
政
治
参
加
を
可
能
に
す
る
組
織
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
議
会
は
統
合
機
能
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
議
会
は
本
来
の
政
治
決
断
の
場
で
あ
り
、
統
合
機
能
は
結

果
と
し
て
生
じ
た
副
作
用
に
す
ぎ
な
い
。
果
た
し
て
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
副
作
用
た
る
議
会
の
統
合
機
能
を
利
用
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
の

か
。　

そ
の
意
図
を
示
唆
す
る
の
が
、
前
一
八
八
年
に
当
時
の
ス
ト
ラ
テ
ゴ
ス
で
あ
る
フ
ィ
ロ
ポ
イ
メ
ン
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
議
会
制
度
改
革
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
定
例
議
会
で
あ
る
シ
ュ
ノ
ド
ス
の
招
集
場
所
は
各
ポ
リ
ス
の
持
ち
回
り
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
シ
ュ
ノ
ド
ス
は
ア

イ
十
島
ン
に
招
集
さ
れ
て
い
た
。
ア
イ
ギ
オ
ン
と
は
、
ゼ
ウ
ス
・
ホ
マ
リ
オ
ン
の
聖
域
が
あ
り
、
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
形
成
に
大
き

く
寄
与
し
た
ア
カ
イ
ア
色
の
強
い
場
所
で
あ
る
。
フ
ィ
ロ
ポ
イ
メ
ン
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
改
革
を
主
導
し
た
の
か
は
、
史
料
が
ロ
ー
マ

時
代
の
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
記
述
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
確
か
に
、
前
一
九
一
年
置
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
が
統
一
さ
れ
た
た
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「エトノス」に基づくアカイア連邦の公職舗度と統合政策（岸本）

め
、
半
島
北
辺
の
ア
イ
ギ
オ
ン
へ
の
総
会
招
集
が
不
便
に
な
っ
た
と
い
う
現
実
的
な
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
が
ダ
ミ
ウ
ル

ゴ
イ
と
い
う
公
職
者
や
ア
イ
ギ
オ
ン
の
住
民
の
強
い
反
対
を
受
け
て
も
な
お
断
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
改
革
に
際
し
て
、
連
邦
側
が
明
確
な

目
的
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
目
的
は
、
も
う
一
つ
の
議
会
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
の
招
集
場
所
か
ら
推
測
で
き
る
。
臨
時
議
会
で
あ
る

シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
は
、
そ
の
性
格
上
、
招
集
場
所
は
時
に
よ
っ
て
変
化
し
、
シ
ュ
ノ
ド
ス
の
改
革
以
前
に
は
、
直
前
に
加
盟
し
た
ラ
ケ
ダ
イ
モ

ン
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
、
エ
リ
ス
を
除
く
各
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
す
る
ポ
リ
ス
で
招
集
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ

ス
」
以
外
で
招
集
さ
れ
た
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
に
よ
っ
て
、
そ
の
統
合
機
能
が
発
揮
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
連
邦
側
が
そ
の
機
能
を
シ
ュ
ノ
ド
ス
で

も
活
用
し
よ
う
と
考
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
改
革
を
断
行
し
た
目
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
実
際
に
史
料
か
ら
知
ら
れ
る

改
革
後
の
シ
ュ
ノ
ド
ス
一
七
例
の
う
ち
、
場
所
が
判
明
し
て
い
る
の
は
、
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
が
四
例
、
コ
リ
ン
ト
ス
が
三
例
、
ア
イ
ギ
オ
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
例
、
シ
キ
ュ
オ
ン
が
一
例
の
計
～
○
例
で
、
残
り
の
七
例
は
不
明
と
さ
れ
る
。
ア
カ
イ
ア
と
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
、
地
峡
地
域
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
シ
ュ
ノ
ド
ス
に
よ
る
統
合
機
能
が
そ
れ
以
外
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
シ
ュ
ノ
ド
ス
の
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

後
の
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
が
ア
ル
ゴ
リ
ス
と
エ
リ
ス
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
も
招
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
史
料
に
残
っ
て
い
な
い
シ
ュ
ノ
ド

ス
が
こ
れ
ら
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
で
も
招
集
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
議
会
改
革
に
よ
る
統
合
政
策
は
ポ
リ
ス
へ
の
配
慮
と
も
み
な
せ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
ア
イ
ギ
オ
ン
と
い
う
ア
カ
イ
ア
色
の
強
い
場

所
か
ら
議
会
を
解
放
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
、
そ
し
て
ア
カ
イ
ア
連
邦
成
立
の
要
と
な
っ
た
場
所
か
ら
定
例
議
会
で

あ
る
シ
ュ
ノ
ド
ス
招
集
の
独
占
権
を
取
り
上
げ
、
そ
の
招
集
場
所
を
持
ち
圓
り
に
し
た
こ
と
は
、
「
ア
カ
イ
ア
」
連
邦
に
統
合
さ
れ
る
形
に
な

っ
た
そ
の
他
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
へ
の
連
邦
側
の
配
慮
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
前
一
八
八
年
の
議
会
改
革
の
時
期
に
重
な
る
ス
パ
ル
タ
の
分
離
運
動

も
、
そ
の
改
革
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
、
対
外
的
に
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
を
謳
う
一
方
、
議
会
の
統
合
機
能
を
利
用
す
る
た
め
、
「
ア
カ
イ
ア
」
か
ら

の
脱
却
も
図
っ
た
。
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
め
ぐ
っ
て
矛
盾
す
る
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
で
も
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
連
邦
に
つ
な
ぎ
と
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め
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
へ
の
配
慮
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

①
ト
ゥ
リ
フ
ユ
リ
ア
地
方
は
、
前
四
泄
紀
初
め
に
エ
リ
ス
か
ら
分
離
し
た
後
、
独

　
自
の
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
ア
ル
カ
デ
ィ

　
ア
の
門
エ
ト
ノ
ス
」
に
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
O
い
客
邑
ω
霧
［
N
O
O
b
。
］

　
（
第
二
章
注
⑯
）
薯
．
卜
。
卜
。
⑩
幽
＄
）
。

②
正
確
に
は
、
ア
ル
ゴ
ス
の
加
盟
（
前
二
二
九
／
八
年
）
か
ら
、
ロ
ー
マ
と
の
岡

　
翌
に
よ
る
ア
ル
ゴ
ス
の
脱
退
（
前
一
九
八
年
）
の
問
と
さ
れ
る
。

③
ア
リ
ス
ト
マ
コ
ス
の
裏
切
り
は
勺
。
ぞ
び
■
N
’
①
ρ
O
、
前
一
五
〇
年
頃
の
ア
カ
イ

　
ア
連
邦
と
ス
パ
ル
タ
の
対
立
は
℃
髭
ω
．
メ
ー
ト
。
．
《
山
命
ω
、
メ
ッ
セ
ネ
の
反
乱
は

　
℃
o
ぼ
ρ
卜
。
Q
。
9
一
⑳
ω
■
一
〇
．
日
山
ω
．
一
皿
鉢
。
一
に
〈
響
ω
9
戯
ρ
マ
㎝
O
．
ρ
℃
置
け
ミ
蛭
㌧
ミ
ト

　
一
。
。
．
ω
山
ρ
曾
℃
磐
ω
．
。
。
．
鯨
一
．
O
－
刈
を
参
照
。

④
℃
o
｝
旨
・
b
。
．
雪
ρ

⑤
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
芝
p
。
♂
普
犀
［
N
O
8
］
（
第

　
二
章
注
⑲
）
が
あ
る
。
本
稿
の
対
象
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア

　
の
例
と
し
て
、
〉
．
囚
O
貯
［
悼
O
O
①
］
臥
騎
き
蹴
ミ
8
、
ミ
長
し
口
驚
。
職
§
ぎ
ミ
・
℃
o
駐

　
ミ
ミ
田
、
ミ
含
§
憩
蝋
ミ
N
紺
貯
ミ
物
さ
ミ
O
ミ
ミ
ミ
鶴
謡
電
き
§
匂
ω
注
簿
ゆ
Q
鋤
詳
も

　
参
照
。

⑥
頴
切
8
搾
［
8
8
］
羅
毛
》
o
讐
8
。
9
ω
8
悶
巴
Φ
日
陰
ヨ
ぎ
》
づ
α
①
馨
ρ
Φ
①
。
Φ
．

　
勺
興
8
冥
δ
o
専
門
勺
Φ
誘
9
9
一
く
①
ω
冒
　
し
u
厳
器
魯
ω
俸
N
8
ヨ
σ
o
巳
勢
冨
（
Φ
血
ω
・
）

　
［
卜
。
O
O
ω
］
（
は
じ
め
に
注
③
）
8
．
峯
？
6
0
で
も
、
同
様
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

　
る
。

⑦
外
的
要
因
、
特
に
ス
パ
ル
タ
や
マ
ケ
ド
ニ
ア
な
ど
の
脅
威
も
ア
カ
イ
ア
連
邦
の

　
統
合
に
寄
与
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
本
稿
の
問
題
意
識
が
門
エ
ト
ノ

　
ス
」
と
連
邦
の
関
係
に
あ
る
以
上
、
本
章
で
は
、
内
的
要
因
で
あ
る
ア
カ
イ
ア
連

　
邦
の
政
策
を
扱
う
。

⑧
合
阪
［
冨
。
。
Φ
］
（
第
二
紙
墨
⑦
）
、
二
〇
九
頁
。
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⑨
Q
o
＜
春
潮
ロ
Φ
謡
］
（
は
じ
め
に
注
⑤
＞
o
や
薫
煙
心
は
、
用
語
の
考
察
か
ら
そ
　
　
0
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
れ
ら
が
古
代
に
お
け
る
連
邦
意
識
を
示
す
と
い
う
考
え
を
否
定
す
る
。
こ
れ
に
反

　
熟
し
た
の
が
、
≦
融
σ
磐
汀
ロ
㊤
。
。
研
原
著
6
刈
①
＼
己
（
は
じ
め
に
注
⑤
）
℃
o
．
卜
。
一
幽
①

　
で
あ
っ
た
。

⑩
い
契
ω
窪
ロ
㊤
①
。
。
］
（
第
一
章
注
②
）
o
・
p
。

⑪
前
野
弘
志
欝
O
O
昌
『
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
碑
文
文
化
－
政
治
・
宗
教
・
国
家

　
1
㎞
（
広
島
大
学
出
版
会
）
を
参
照
。
本
来
な
ら
ば
、
非
文
字
情
報
を
含
め
て

　
碑
文
を
再
現
し
た
う
え
で
、
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今
回

　
扱
う
碑
文
は
必
ず
し
も
そ
の
全
て
を
復
元
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
主
と
し

　
て
碑
文
を
設
雌
し
た
主
体
や
場
所
に
着
目
す
る
。

⑫
そ
れ
以
前
の
事
例
と
し
て
、
前
工
三
四
年
頃
と
さ
れ
る
オ
ル
コ
メ
ノ
ス
の
加
盟

　
決
議
碑
文
（
誌
く
ト
。
．
。
。
念
・
聖
N
ω
謹
o
O
）
に
も
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」

　
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
五
合
目
や
一
〇
行
目
の
「
ア
カ
イ

　
ア
扁
や
「
コ
イ
ノ
ン
」
の
部
分
が
復
元
に
よ
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
碑
文
を
明

　
露
な
事
例
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
い
。

⑬
硲
隊
7
望
㊤
降
田
N
匿
ω
冨
O
O
。
。
］
（
第
～
章
注
④
）
7
江
p
。

⑭
遷
日
ω
」
卜
。
卜
。
降
匹
N
鉾
陣
ω
ロ
⑩
㊤
巴
（
第
一
蚕
豆
④
）
累
①
ω
ρ
O
山
回
じ
d
。
蕊
ρ
器
け

　
口
8
出
目
ω
臼
ぢ
瓜
。
空
嘆
Φ
o
曾
Φ
ω
8
口
8
白
き
け
縣
Φ
ω
カ
。
ヨ
四
一
ロ
。
・
■
し
口
皐
Q
。
Q
。
’
8
．

　
①
O
刈
よ
一
9
Φ
呂
①
o
醒
ぼ
①
O
日
よ
O
㊤
・
こ
の
碑
文
で
興
味
深
い
の
は
、
顕
彰
理
由
と
し

　
て
エ
ト
ノ
ス
や
同
盟
国
、
互
い
の
ギ
リ
シ
ア
人
へ
の
徳
と
好
意
に
よ
っ
て
顕
彰
さ

　
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
単
数
形
の
エ
ト
ノ
ス
が
、
も
し
ア
カ
イ
ア
連
邦
全
体
を

　
指
す
と
し
た
ら
、
連
邦
を
一
つ
の
コ
イ
ノ
ン
か
ら
一
つ
の
よ
り
大
き
な
エ
ト
ノ
ス

　
と
す
る
意
識
を
読
み
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑮
砕
鬼
客
㎝
。
。
。
。
、
箒
。
。
歯
二
前
一
九
六
年
と
推
定
）
・
国
N
鋳
尻
ロ
0
8
］
（
第
一
章
注

　
④
）
客
6
ミ
（
前
　
八
五
～
一
八
二
年
と
推
定
）
．
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⑯
砂
N
挿
客
O
鐸

⑰
≦
℃
Φ
盛
事
¢
①
㊤
］
菜
園
ミ
誉
鳩
～
ミ
畠
駄
§
濠
ミ
魯
ミ
§
噌
§
§
ミ
§
こ
恥
、

　
じ
σ
Φ
焦
ぎ
旧
宏
b
Q
ρ

⑱
自
6
客
鈴
。
。
．

⑲
空
N
鳥
。
募
［
悼
O
O
。
。
］
（
第
一
章
注
④
）
窯
．
ミ
ω
．

⑳
℃
o
ξ
げ
・
b
。
．
α
P
b
。
扇
α
．
｝
尚
に
よ
れ
ば
、
ス
パ
ル
タ
に
占
領
さ
れ
た
ポ
リ
ス
は
カ

　
フ
ユ
ア
イ
、
ペ
ッ
レ
ネ
、
フ
ェ
ネ
オ
ス
、
ア
ル
ゴ
ス
、
ブ
リ
ゥ
ス
、
ク
レ
オ
ナ
イ
、

　
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
、
ヘ
ル
ミ
オ
ネ
、
ト
ロ
イ
ゼ
ン
、
コ
リ
ン
ト
ス
、
メ
ガ
レ
…
ポ
リ

　
ス
で
あ
る
。

⑳
マ
ン
テ
ィ
ネ
イ
ァ
（
℃
o
ぞ
げ
．
卜
。
．
α
。
。
．
マ
分
瞠
巳
．
類
甥
詠
ミ
ト
ω
ρ
ド
類
蛭

　
O
隷
。
ミ
」
命
一
）
、
ア
ル
ゴ
ス
（
℃
O
ぐ
σ
．
b
。
9
α
P
卜
。
一
℃
ξ
ρ
ミ
猶
冨
ミ
外
ω
Φ
マ
郵
ミ
猶

　
O
貯
O
ミ
．
H
刈
．
†
こ
n
）
、
コ
リ
ン
ト
ス
（
勺
O
蔓
ぴ
．
P
認
9
b
o
I
鱒
℃
三
け
ミ
貰
』
ミ
昏
心
ρ

　
ミ
餌
O
貯
。
ミ
」
ρ
7
b
⊃
）
。

⑫
　
た
だ
し
、
第
三
章
注
⑫
の
オ
ル
コ
メ
ノ
ス
の
加
盟
決
議
碑
文
で
「
ア
カ
イ
ア
人

　
の
コ
イ
ノ
ン
偏
の
復
元
が
正
し
い
な
ら
ば
、
ク
レ
オ
メ
ネ
ス
戦
争
の
危
機
以
前
に
、

　
他
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
加
盟
に
際
し
て
統
合
の
意
図
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑬
前
四
世
紀
半
ば
、
コ
ロ
ネ
と
の
条
約
を
記
し
た
と
さ
れ
る
碑
文
（
空
N
鋳
置

　
冨
O
O
。
。
］
（
第
一
章
注
④
）
客
一
b
。
O
）
は
、
欠
損
が
大
き
い
も
の
の
、
連
邦
の
中
心
で

　
あ
る
ア
イ
ギ
オ
ン
で
発
見
さ
れ
た
た
め
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
設
遣
し
た
可
能
性
が

　
高
い
。
だ
が
、
そ
の
中
で
コ
イ
ノ
ン
は
見
ら
れ
な
い
一
方
、
「
ア
カ
イ
ア
人
の
評

　
議
会
」
（
蕊
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
と
さ
れ
る
ア
テ
ナ
イ
と
の
同

　
盟
碑
文
で
は
、
「
ア
カ
イ
ア
人
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
（
隠
鬼
7
冨
ド
一
．
ご

　
二
9
江
ρ
蔦
ρ
区
O
）
。
少
な
く
と
も
、
碑
文
の
建
立
主
体
で
あ
る
当
時
の
ア
テ
ナ

　
イ
人
は
ア
カ
イ
ア
連
邦
を
コ
イ
ノ
ン
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
逆
に
、
「
ア
カ

　
イ
ア
人
」
と
は
明
記
さ
れ
ず
と
も
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
を
指
す
「
コ
イ
ノ
ン
」
が
用

　
い
ら
れ
て
い
た
事
例
が
、
前
三
世
紀
と
さ
れ
る
デ
ュ
メ
の
市
民
権
付
与
に
関
す
る

　
碑
文
（
聖
N
ω
覇
曾
）
で
み
ら
れ
る
。
こ
の
事
例
に
関
し
て
は
、
達
邦
再
建
後
ま

　
も
な
く
、
他
の
門
エ
ト
ノ
ス
」
が
未
加
盟
の
時
期
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

　
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
属
す
る
デ
ュ
メ
が
建
立
主
体
で
も
あ
る
た
め
、

　
「
ア
カ
イ
ア
人
」
を
あ
ま
り
強
調
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑳
　
た
だ
し
、
前
二
世
紀
半
ば
、
連
邦
外
の
オ
ロ
ボ
ス
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
顕

　
彰
碑
文
（
砂
慧
Z
6
誤
）
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
一
　
種
類
の
議
会
に
言
及
し
て
い

　
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
イ
ノ
ン
は
一
度
も
現
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
ア
カ
イ

　
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
と
い
う
認
識
が
完
全
に
普
及
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。

⑮
　
　
従
来
の
研
究
は
、
前
三
世
紀
末
（
長
谷
川
に
よ
れ
ば
二
三
工
六
年
）
ま
で
は

　
シ
ュ
ノ
ド
ス
に
評
議
会
と
総
会
が
招
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
改
革
に
よ
っ
て
シ
ュ

　
ン
ク
レ
ト
ス
が
導
入
さ
れ
る
と
、
そ
こ
で
和
戦
や
同
盟
な
ど
の
重
要
議
題
を
審
議

　
す
る
総
会
が
招
集
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
を
同
じ
く
す
る
。
し
か
し
、
改

　
革
以
降
、
シ
ュ
ノ
ド
ス
に
評
議
会
と
総
会
の
ど
ち
ら
が
招
集
さ
れ
た
の
か
で
議
論

　
と
な
っ
て
い
た
。
詳
細
は
、
長
谷
廻
岳
男
［
お
㊤
出
「
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
政
治
組

　
織
l
q
斗
。
軌
。
“
と
q
魅
園
汽
〉
朝
。
“
1
」
『
西
洋
古
典
学
研
究
㎞
四
二
、
七
九
～

　
八
九
頁
を
参
照
。
長
谷
川
は
そ
の
よ
う
な
議
論
に
対
し
て
、
通
説
で
重
要
議
題
を

　
審
議
す
る
総
会
が
前
提
と
さ
れ
た
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
に
は
、
必
ず
し
も
総
会
が
招

　
集
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
評
議
会
も
招
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
シ
ュ
ノ
ド

　
ス
に
お
い
て
も
総
会
と
評
議
会
が
招
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

　
こ
か
ら
、
両
者
と
も
招
集
さ
れ
る
議
会
は
議
題
の
内
容
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
た

　
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
長
谷
川
の
解
釈
は
、
決
し
て
主
流
と
な
っ
て
い
る
わ

　
け
で
は
な
い
が
、
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

⑳
合
阪
［
6
。
。
戯
（
第
二
章
注
⑦
）
は
、
理
念
史
的
な
研
究
と
し
て
、
古
典
期
に

　
は
「
デ
ー
モ
ス
（
民
会
）
」
に
お
い
て
、
そ
し
て
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ
時
代
に

　
は
「
コ
イ
ノ
ン
（
総
会
）
」
に
お
い
て
「
全
一
性
の
理
念
」
が
一
貫
し
て
作
用
し

　
て
い
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
に
お
い
て
は
総
会
で
そ

　
の
門
全
一
性
の
理
念
」
が
作
用
し
、
紐
帯
を
形
成
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た

　
と
指
摘
す
る
。
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⑳
　
ご
く
質
ω
鈴
ω
ρ
マ
α
．

⑳
　
改
革
以
前
で
招
集
場
所
が
知
ら
れ
る
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
の
事
例
は
、
地
峡
地
域

　
の
シ
キ
ュ
オ
ン
ニ
例
（
勺
自
津
．
類
．
ひ
郎
ミ
跳
《
O
．
卜
⊃
魍
《
一
9
一
　
ピ
酷
く
く
■
ω
卜
⊃
．
H
O
9
㎝
I
N
ω
．
｝
春
⊃
）
、

　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
メ
ガ
レ
ー
ポ
リ
ス
一
例
（
℃
o
帯
び
．
群
㊤
．
H
1
9
た
だ
し
、
実
質

　
的
に
は
軍
会
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
）
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
ア
ル
ゴ
ス
一
例

　
（
臨
く
ざ
鐙
』
切
．
卜
。
山
O
）
の
計
四
例
で
あ
る
。

⑳
ピ
母
ω
Φ
口
［
6
韻
］
（
第
一
章
注
⑮
）
ロ
℃
．
H
趨
山
。
。
。
。
に
よ
る
。
閃
鼠
農
8
ロ
ロ
8
爲

　
（
第
一
章
注
⑤
）
ロ
．
お
Φ
も
参
照
。

⑳
改
革
後
で
招
集
場
所
が
知
ら
れ
る
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
の
事
例
は
、
エ
リ
ス
が
一
例

　
（
訟
く
矯
．
。
。
。
。
．
ω
N
．
G
。
ふ
）
、
ア
ル
ゴ
リ
ス
の
ア
ル
ゴ
ス
が
二
例
（
℃
o
貯
σ
．
卜
。
卜
。
」
ρ

　
甲
5
一
ぼ
く
ざ
ら
蝉
濠
・
刈
l
c
。
）
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
ク
レ
イ
ト
ル
が
一
例
（
ご
く
ざ
ω
9

　
ω
窃
．
Q
。
山
S
曽
）
、
地
峡
地
域
の
シ
キ
ュ
オ
ン
が
工
例
（
勺
。
ξ
σ
・
b
o
鋭
H
N
α
山
。
。
’
伊

　
卜
。
。
。
．
雛
）
、
コ
リ
ン
ト
ス
が
～
例
（
窮
く
贈
爵
一
闘
魯
N
、
ω
零
①
誤
）
の
計
七
例
で
あ

　
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
新
し
い
エ
ト
ノ
ス
解
釈
に
基
づ
く
分
析
か
ら
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
公
職
制
度
に
お
い
て
「
エ
ト
ノ
ス
」
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
複
数
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
一
つ
の
共
心
体
に
統
合
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
天
工

す
る
。
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
、
対
外
的
に
は
「
ア
カ
イ
ア
人
の
コ
イ
ノ
ン
」
の
下
で
他
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
統
合
を
喧
伝
す
る
一
方
、
内
部
で
は

シ
ュ
ノ
ド
ス
の
招
集
を
ア
カ
イ
ア
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
的
色
彩
の
強
い
ア
イ
蕪
蒸
ン
か
ら
解
放
す
る
こ
と
で
他
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
へ
の
配
慮
を
見

せ
て
い
た
。
公
職
制
度
の
考
察
か
ら
推
測
さ
れ
た
、
特
定
の
ポ
リ
ス
に
よ
る
橋
渡
し
役
も
、
そ
の
よ
う
な
「
エ
ト
ノ
ス
」
へ
の
配
慮
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
統
合
政
策
に
も
限
界
が
あ
っ
た
。
特
に
、
新
た
に
加
盟
し
た
「
エ
ト
ノ
ス
」
か
ら
重
要

な
公
職
者
が
就
任
す
る
事
例
や
、
議
会
で
あ
る
シ
ュ
ノ
ド
ス
や
シ
ュ
ン
ク
レ
ト
ス
が
そ
こ
で
招
集
さ
れ
た
事
例
は
少
な
い
。
抱
え
込
む
「
エ
ト

ノ
ス
偏
の
増
加
に
よ
っ
て
配
慮
が
不
十
分
と
な
っ
た
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
外
部
の
仲
裁
者
の
下
で
そ
の
～
体
性
を
な
ん
と
か
保

ち
続
け
る
が
、
最
終
的
に
は
ス
パ
ル
タ
の
脱
退
を
め
ぐ
る
問
題
が
ロ
ー
マ
と
の
ア
カ
イ
ア
戦
争
に
発
展
し
た
こ
と
で
、
そ
の
命
脈
が
尽
き
る
こ

と
に
な
る
。

　
本
稿
が
用
い
た
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
単
位
と
す
る
見
方
は
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
だ
け
で
な
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
他
の
連
邦
の
捉
え
方
に
も
有
効

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
が
特
定
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
越
え
て
他
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
含
み
こ
み
な
が
ら
拡
大
し
た
の
に
対
し
、
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①

前
四
世
紀
に
発
展
し
た
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
連
邦
で
は
、
あ
く
ま
で
特
定
の
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
申
で
連
邦
の
統
合
を
目
指
し
た
。
こ
こ
に
、
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
時
代
の
ア
カ
イ
ア
連
邦
の
特
質
が
立
ち
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
カ
イ
ア
連
邦
は
「
ポ
リ
ス
の
連
邦
」
と
同
等
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に

「
エ
ト
ノ
ス
の
連
邦
」
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
「
連
邦
」
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
て
き
た
共
同
体
に
お
い
て
も
、

「
エ
ト
ノ
ス
」
の
扱
い
方
に
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
今
後
は
、
連
邦
を
「
エ
ト
ノ
ス
」
の
扱
い
方
に
よ
っ
て
新
た
に
整
理
し
直

す
作
業
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
単
位
と
す
る
見
方
は
、
連
邦
だ
け
で
な
く
ポ
リ
ス
と
の
比
較
を
も
そ
の
射

程
に
収
め
る
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
（
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
）
砥
究
の
中
心
で
あ
る
ア
テ
ナ
イ
は
、
ポ
リ
ス
が
ア
ッ
テ
ィ
カ
と
い
う
「
エ
ト

ノ
ス
」
と
重
な
る
共
同
体
と
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
の
中
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ア
テ
ナ
イ
と
い
う
共
同
体
は
、
先
述
し

た
ア
カ
イ
ア
連
邦
や
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
連
邦
の
よ
う
な
共
同
体
と
の
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
位
君
づ
け
を
与
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
、
「
エ
ト
ノ
ス
」
を
単
位
と
す
る
観
点
か
ら
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
共
同
体
は
新
た
に
捉
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。

　
①
　
拙
稿
冨
0
8
］
（
は
じ
め
に
注
⑤
）
℃
℃
．
一
〒
一
ω
の
「
普
遍
平
和
」
条
約
を
め
ぐ
　
　
　
　
る
テ
ー
バ
イ
の
立
場
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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The　Official　Organization　and　lntegration　Policies　of　the

Achaean　Confederacy　from　the　Perspective　of　Ethnos：

　　A　New　Perspective　on　Ancient　Greek　Communities

by

KlsmMoTo　Kota

　　In　ancient　Greece，　the　polis　was　an　important　community　but　only　one　of

severaL　There　were　various　communities　in　ancient　Greece　in　addition　to　the

polis　that　we　must　also　pay　attention　to　in　order　to　understand　ancient

Greece　as　a　whole．　Recently，　many　studies　have　been　concerned　with　such

communities．　The　federated　Greek　states　are　one　of　the　rr｝ost　appropriate

objects　of　study　because　they　were　formed　out　of　many　communities，　for

example　the　Poleis，　but　aiso　had　a　goveming　organization　independent　of　the

member　communities．

　　Studies　of　the　federated　Greek　states，　however，　are　still　being　conducted

from　the　viewpoint　of　polis．　Because　of　this，　some　issues　remain　unexplained．

One　of　them，　which　1　consider，　is　how　aR　official　of　the　Achaean　confederacy

called　the　nomograPhoi　was　allotted　to　member　Poleis．　Previous　studies　have

regarded　a　district　formed　of　Poleis，　the　synteleia，　as　the　only　unlt　of　the

allotment．　There　has　not　been　sufficient　evidence　to　support　this　coRclusion．

To　corr｝pensate　for　this　lacl〈　of　evidence，　1　analyzed　the　home　Poleis　from

which　all　of　the　officials，　and　not　only　the　nomograPhei，　in　the　AchaeaR

confederacy　came．　ln　the　analysis，　1　discovered　a　tendency　that　almost　all

officials　came　from　specific　Poleis．　The　cause　of　this　bias　caRnot　be　expiain－

ed　from　a　viewpoint　based　on　the　polis　alone．

　　In　this　article，　1　propose　that　ethnos　is　an　effective　perspective　for　solving

this　problem．　Previously　ethnos　was　regarded　as　referring　to　primitive　tribes

that　existed　prior　to　the　appearance　of　the　polis，　but　nowadays　ethnological

studies　have　reinterpreted　the　ethonos　as　referring　to　members　of　a　commu－

nity　with　common　identities，　for　example　ancestry，　culture　and　history，　etc．

The　distinguishing　feature　of　this　interpretation　is　that　such　identities　were

acquired　and　constructed．　But，　at　the　same　time，　it　means　that　the　communi－

ties　were　fluid　and　changeable　according　to　circumstances．　So，　before　at一
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temptiRg　an　analysis　based　oR　the　concept　of　ethnes，　1　must　provide　a

definition　of　ethnos　by　determining　the　common　elements　that　determiRe

identity　and　then　ascertain　the　existence　of　ethnos　in　the　Achaean

coRfederacy．　ln　this　article，　1　regard　ethnos　as　a　community　based　maiRly　on

regional　identity．　Then，　1　observed　that　there　were　at　least　seven　ethne　in

the　Achaean　confederacy，　i，e，，　Arcadia，　Achaea，　Elis，　MesseRia，　Lakedaimon，

Argolid　and　lsthmus，　and　that　the　members　of　each　ethnos　teRded　to　take

concerted　action．

　　Analyzing　the　problem　of　the　allotment　of　all　officials　in　the　Achaean

confederacy　from　the　perspective　of　ethnos，　1　was　able　to　demonstrate　that

they　were　allotted　to　speciflc　Poleis　from　each　ethnos，　for　exampJe　Megale－

polis　in　Arcadia，　Sikyon　in　lsthmus，　etc．　lt　can　be　surmised　that　the

allotment　of　officials　in　the　Achaean　confederacy　was　based　on　the　ethnos　as

a　unit．　The　AchaeaR　confederacy　was　thus　composed　of　not　only　Poleis　but

also　ethne．

　　Because　£he　Achaean　confederacy　included　many　ethne，　policies　to　inte－

grate　them　into　a　single　confederacy　were　necessary．　ln　this　article，　I

consider　such　policies　through　two　approaches，　the　usage　of　the　phrase

achaean　koinon　in　inscriptions　aRd　the　reform　of　the　federal　meeting．　The

words　achaean　koinon　were　used　mainly　by　the　Achaean　confederacy　itself

and　the　objects　on　which　these　inscriptions　with　these　words　are　found　were

erected　in　areas　where　they　would　have　been　seen　by　many　people．　The

usage　of　achaean　hoinon　in　inscriptioRs，　therefore，　shows　the　policy　of　the

Achaean　confederacy　to　publicly　proclaim　to　the　outside　world　that　the

confederacy　was　the　koinon　（common　property）　of　the　Achaeans．　On　the

other　hand，　reform　of　the　federal　meeting　showed　internai　policy　making．

Philopoemen，　the　leader　of　the　confederacy，　changed　the　location　of　the

synodos　（regular　meeting），　which　had　been　held　only　at　Aigion，　the　political

aRd　re｝igious　centre　of　the　Achaean　ethnos．　By　this　reform，　the　synodos

came　to　be　held　in　turn　among　member　Poleis．　The　reform　was　surely　a

policy　aimed　at　members　of　ethne　other　than　Achaea．　lt　was　due　to　the

existence　of　etlznos　that　Achaean　confederacy　had　to　emp｝oy　those　two

integration　policies．

　　From　the　above，　1　have　demonstrated　that　the　confederacy　took　not　only

po｝is　but　also　ethnos　into　consideration．　That　is　to　say，　there　was　a

multilayered　structure　where　various　commRnities　coexisted　aBd　considered

each　other’s　interests．　Hereafter，　we　should　treat　Greek　communities　as

（　381　〉



being　based　on　such　a　structure．　The　ethnos　would　be　an　especially　effective

perspective　for　other　communities　and　not　only　the　federated　states．　From

this　perspective，　1　think　that　the　ancient　Greek　world　wlll　manifest　an　aspect

unlike　that　previous｝y　seen．
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